
Stratus One View コンソールと
everRun ディザスタ リカバリ
ユーザ ガイド



通知

このドキュメントに記載の情報は通知なしに変更される可能性があります。

Stratus は、許可を受けたStratus Technologies 担当者が署名した書面による合意で明示的に記述さ

れている場合を除き、本書に記載の情報についてその市販性および特定目的への適合性を含むいかなる

種類の保証または明言も行いません。

Stratus Technologies は、本書に含まれるすべての誤り、および本書の提供、パフォーマンス、また

は使用に関連するいかなる種類の責任あるいは義務を負いません。Stratus のマニュアルで説明されて

いるソフトウェアは、(a) Stratus Technologies Bermuda, Ltd. またはサードパーティの所有物であ

り、(b) ライセンスの元に提供され、(c) ライセンスの条項により明示的に許可されている方法でのみ複

製または使用できるものとします。

Stratus マニュアルにはユーザインタフェースおよびStratus が開発したアプリケーションプログラミ

ングインタフェース(API) でサポートされるすべての機能が説明されています。これらのインタフェー

スの機能のうち記載されていないものは、Stratus 従業員が使用する目的で提供されており、通知なし

に変更される可能性があります。

このマニュアルは著作権で保護されています。All rights are reserved. Stratus Technologies は、使

用者がすべての著作権通知、その他の記載制限事項、およびコピーされた文書に含まれる通知を保持す

ることを条件として、本書(またはその一部)を内部使用の目的のみでダウンロードし、変更を加えずに

適度な数のコピーを作成する制限付きの許可をユーザに付与します。



著作権

Stratus、Stratus ロゴ、everRun、およびSplitSite は、Stratus Technologies Bermuda, Ltd. の登

録商標です。Stratus Technologies ロゴ、Stratus 24 x 7ロゴ、およびAutomated Uptime

は、Stratus Technologies Bermuda, Ltd. の商標です。

UNIXは米国およびその他の国におけるThe Open Groupの登録商標です。

Intelおよび Intel Inside ロゴは米国その他の国や地域におけるIntel Corporationまたはその関連会社

の登録商標です。Xeonは米国その他の国や地域におけるIntel Corporationまたはその関連会社の商

標です。

Microsoft、Windows、Windows Server、およびHyper-Vは、米国その他の国や地域における

Microsoft Corporationの登録商標または商標です。

VMware は米国およびその他の地域におけるVMware, Inc. の登録商標です。

登録商標のLinuxは、そのワールドワイドの所有者Linus Torvalds の独占ライセンシーであるLinux

Mark Institute からのサブライセンスに従い使用されています。

Google およびGoogle ロゴはGoogle Inc. の登録商標で、許可を得て使用されています。Chromeブ

ラウザはGoogle Inc. の商標で、許可を得て使用されています。

Mozilla およびFirefoxはMozilla Foundationの登録商標です。

Red Hatは米国およびその他の地域におけるRed Hat, Inc. の登録商標です。

DellはDell Inc. の商標です。

Hewlett-PackardおよびHPはHewlett-Packard Company の登録商標です。

その他すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。

マニュアル名称: Stratus One ViewコンソールとeverRunディザスタリカバリユーザガイド

製品リリース番号: One Viewリリース2.0.1.0

発行日: 22 July 2015

Stratus Technologies, Inc.

111 Powdermill Road

Maynard, Massachusetts 01754-3409



©2015 Stratus Technologies Bermuda, Ltd. All rights reserved.



目次

第 1 部: Stratus One View コンソールと everRun ディザスタリカバリクイックスタートガ

イド 1
第 1 章: 作業の開始 1
One ViewとDRの概要 1
One ViewとDRの要件 2
One ViewをインストールしてVMのDRによる保護を有効化する 4
DRサイトをテストする 9

第 2 部: Stratus One View コンソールユーザガイド 11
第 2 章: Stratus One View コンソールの概要 12
第 3 章: Stratus One View コンソールをインストールする 14
One Viewシステム要件 14
Webブラウザの要件 15
Java™の要件 15
Stratus One Viewコンソールを展開する 16
Stratus One Viewコンソールの初期IPアドレスを取得・設定する 17
静的なネットワーク設定を構成する 18

Stratus One Viewコンソールに初めてログオンする 20
Stratus One Viewコンソールのインストール後のタスク 21

第 4 章: Stratus One View コンソールをアップグレードする 24
第 5 章: Stratus One View コンソールを使用する 26
Stratus One Viewコンソールにログオンする 26
Stratus One Viewコンソールのインタフェース 27
[アラート]ページ 28
[仮想マシン]ページ 29
[プラットフォーム]ページ 29
[設定]ページ 30

表示のソートとフィルタリング 31
第 6 章: Stratus One View コンソールの設定を管理する 34
アカウントを管理する 34
更新電子メールを管理する 34
パスワードを変更する 35

システムを管理する 36

v



Stratus One ViewコンソールとeverRunディザスタリカバリユーザガイド

IP 設定を構成する 36
Stratus One Viewコンソールのバックアップを構成する 37
バックアップファイルを別のOne View VMに転送する 38

診断ファイルを生成する 40
SMTP設定を管理する 40

ユーザを管理する 41
ユーザロール 41
ユーザを追加する 42
ユーザロールを編集する 42
ユーザを削除する 43

第 7 章: 仮想マシンを管理する 44
仮想マシンのリソースを管理する 44
仮想マシンコンソールのセッションを開く 45
仮想マシンを起動、シャットダウン、または電源オフにする 47

第 8 章: プラットフォームを管理する 48
One Viewコンソールにプラットフォームを追加する 48
プラットフォームのリソースとアラートを表示する 49
プラットフォームの管理を停止する 50
ターゲットプラットフォームにポータルを起動する 50

第 3 部: Stratus everRun Disaster Recovery ユーザガイド 52
第 9 章: ディザスタリカバリの概要 53
ディザスタリカバリ用語集 54
ディザスタリカバリの操作 55
DR VMへの計画的なマイグレーションを行う 55
DR VMへの計画外のフェールオーバーを行う 55
プライマリVMに現在のデータをマイグレーションして戻す 55
プライマリVMに元のデータを復元する 55
スケジュール外のスナップショットを作成する 56

ディザスタリカバリのライセンス 56
ディザスタリカバリの製品ライセンスを管理する 56

ディスク容量の使用と保持 61
データの圧縮 62
ネットワークの考慮事項 62
リカバリポイント間隔(PRO) の値の選択 63

vi



第 10 章: ディザスタリカバリの構成とメンテナンス 65
ディザスタリカバリの製品ライセンスを登録する 65
仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を有効化する 66
仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を変更する 69
仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を無効化する 70

第 11 章: ディザスタリカバリの操作を管理する 73
DRによる保護の継続 73
仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を一時停止する 74
DR VMへの計画的なマイグレーションを行う 74
DR VMへの計画外のフェールオーバーを行う 76
プライマリVMに現在のデータをマイグレーションして戻す 77
プライマリVMに元のデータを復元する 78
VMをテストする 78

VMをテストするには 79
スケジュール外のスナップショットを作成する 79
プライマリサイトのディザスタから復旧する 80

第 4 部: 関連ドキュメント 83
第 12 章: Stratus One View コンソールリリース 2.0.1.0 リリースノート 84
重要な考慮事項 84
everRunとOne Viewのリリース互換性 84
DR構成をeverRun 7.3.0.0およびOne View 2.0.0.0にアップグレードする 85

既知の問題 86
DRの操作を実行する前にテストVMをシャットダウンする必要がある 86
システムの負荷が大きくなると一部の操作がタイムアウトする 86

新機能、機能強化、バグ修正 86
One Viewリリース2.0.1.0で修正されたバグ 86
One Viewリリース2.0.0.0の新機能 86

ヘルプ情報 87
第 13 章: One View とディザスタリカバリの考慮事項と要件 88

vii



第 1 部: Stratus One View コンソールと everRun
ディザスタリカバリクイックスタートガイド

このクイックスタートガイドを使用して、Stratus One ViewコンソールおよびeverRunディザスタ

リカバリ(DR) の環境を手早くセットアップして操作を開始できます。

l One ViewおよびDR環境の概要については、1ページの「One ViewとDRの概要」を参照し

てください。

l 要件およびサポートされる構成については、2ページの「One ViewとDRの要件」を参照して

ください。

l One Viewおよびディザスタリカバリ環境のインストールについては、4ページの「One View

をインストールしてVMのDRによる保護を有効化する」を参照してください。

l DRサイトをテストするには、9ページの「DRサイトをテストする」を参照してください。



第 1 章: 作業の開始

次のセクションでは、Stratus One ViewコンソールおよびeverRunディザスタリカバリ(DR) 環境を

手早くセットアップして操作を開始する方法について説明します。

l One ViewおよびDR環境の概要については、1ページの「One ViewとDRの概要」を参照し

てください。

l 要件およびサポートされる構成については、2ページの「One ViewとDRの要件」を参照して

ください。

l One Viewおよびディザスタリカバリ環境のインストールについては、4ページの「One View

をインストールしてVMのDRによる保護を有効化する」を参照してください。

l DRサイトをテストするには、9ページの「DRサイトをテストする」を参照してください。

One View と DR の概要

以下にOne ViewおよびDR環境の重要な機能についての概要を示します。

l DRによる保護機能では、デュプレクス構成のプライマリeverRunシステムで稼働している仮想

マシン(VM)のスナップショットを定期的に作成して、これらのスナップショットをシンプ

レックス構成のDR everRunシステムに転送します。これにより、VMとそのデータボリューム

の最近のコピーがDRサイトで常に利用できるようになります。詳細については、53ページの

「ディザスタリカバリの概要」を参照してください。

l プライマリシステムで障害が発生した場合や、計画的なシャットダウンを実行する必要がある場

合には、DRシステム上にあるVMスナップショットからそのVMを手動で起動できます。詳細

については、76ページの「DRVMへの計画外のフェールオーバーを行う」を参照してくださ

1/89ページ
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い。

注: everRunのSplitSite 機能とは異なり、一番最近のスナップショットを使用して

バックアップVMがブートされるため、DRVMへのフェールオーバー時にデータが失

われる可能性があります。ただし、DRで必要とされる帯域幅は、everRun SplitSite

機能の要件よりも大幅に低くなっています。

l DRによる保護を有効化する場合、保持するスナップショットの数と、スナップショットの頻度

を決定するリカバリポイント間隔(RPO) の値を指定する必要があります。RPOによって、VM

から失われる可能性のあるデータの最大許容期間が指定されます。RPOの定義については、54

ページの「ディザスタリカバリ用語集」を参照してください。RPOの最小値および推奨設定に

ついては、88ページの「One Viewとディザスタリカバリの考慮事項と要件」を参照してくだ

さい。

l DRの構成と制御はOne Viewコンソールから行います。

l One Viewコンソールは、Stratus が提供する"仮想アプライアンス"であるOne Viewアプライ

アンスによってホストされる、Webベースのインタフェースです。このアプライアンスは

CentOSベースのゲストで、Stratus One Viewソフトウェアがプリロードされています。

l One ViewアプライアンスはeverRunシステム、Avance システム、またはVirtualBoxシステ

ムの上で稼働します。 One Viewアプライアンスのシステム要件については、14ページの

「One Viewシステム要件」を参照してください。One ViewアプライアンスはDRサイトまた

は第3のサイトにインストールしなければなりません。詳細については、88ページの「One

Viewとディザスタリカバリの考慮事項と要件」を参照してください。

One View と DR の要件

以下にOne ViewおよびDRの要件の概要を示します。

l DRには、実稼働環境でVMを実行するプライマリシステムと、VMのバックアップコピーが保

管されるリモートのDRシステムの2つのeverRunシステムが必要とされます。

l DR機能を使用するには個別のライセンスが必要です。DR機能を購入すると、以下の必要な2

つのライセンスが提供されます。詳細については、56ページの「ディザスタリカバリのライセ

ンス」を参照してください。

n プライマリeverRunシステム用にDRが有効にされたeverRunライセンス(DR以外の

everRunライセンスがある場合、これを更新してDRのサポートを追加する必要があり
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One ViewとDRの要件

ます)。

注: インターネットに接続していてStratus ライセンスサーバにアクセスでき

る場合、お使いのeverRunライセンスをインターネット経由で更新し、DRの

サポートを追加することができます。DR以外のeverRunシステムに手動で適

用できる、DRが有効にされた更新済みのeverRunライセンスも、記録された

エンドユーザに送信されます。

n シンプレックス構成のDRシステム用にDRが有効にされた、シンプレックス構成

everRunライセンス。

l プライマリシステムは標準のデュプレクス構成everRunシステムでなければなりません。DR

を有効にするには、VMを含むディスクに、作成するVMボリュームのサイズの約3.5倍の容量

が必要です。実際に必要なストレージ容量は、VMディスクのアクティビティレベル、およびス

ナップショットの作成頻度によって異なります。詳細については、61ページの「ディスク容量

の使用と保持」を参照してください。

l DRシステムは標準のシンプレックス構成everRunシステムでなければなりません。ハードウェ

アはプライマリシステムと完全に一致する必要はありませんが、DRで保護されたVMを実行

し、これらのVM用のeverRunオーバーヘッドをカバーできるだけの十分なコア数、メモリ、

およびネットワークが必要です。詳細については、「仮想マシンの推奨事項と制限」( everRun

ユーザガイド ) を参照してください。DRを有効にするには、VMを含むディスクに、作成する

VMボリュームのサイズの約3.5倍の容量が必要です。実際に必要なストレージ容量は、VM

ディスクのアクティビティレベル、およびスナップショットの作成頻度によって異なります。詳

細については、61ページの「ディスク容量の使用と保持」を参照してください。

l プライマリシステムとDRシステム間の同期のトラフィックは管理リンクによって処理されま

す。DRは、プライマリシステムとDRシステム間でWAN帯域幅(通常は毎秒100MB未満)を

使用できるように設計されています。プライマリシステムとDRシステム間の帯域幅が大きいほ

ど、設定可能なRPO値は小さくなります。

l 1対1のディザスタリカバリ構成のみがサポートされています。everRunシステムのDRで保

護されたすべてのVMは、DRサイトにある同じeverRunシステム上で保護されていなければな

りません。DRサイトシステムは、それとは別の1つのeverRunシステムからのVMのみを保

護できます。
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l DR保護されたVM、ボリューム、および保持するスナップショットの最大許可数についての重

要な情報は、88ページの「One Viewとディザスタリカバリの考慮事項と要件」を参照してく

ださい。

One View をインストールして VM の DR による保護を有効化する

One ViewをインストールしてVMのDRによる保護を有効化するには

1. デュプレクス構成のプライマリeverRunシステムをインストールして、そのシステム上に新し

いVMを作成します。詳細については、『everRunクイックスタートガイド』を参照してくだ

さい。

2. DR用everRunシステムをインストールします。DRシステムは通常リモートの場所に設置さ

れ、シンプレックス構成のシステム(物理マシン1台のみのシステム)だけを使用できます。

シンプレックス構成のシステムのインストール手順は、デュプレクス構成システムのインストー

ル手順に似ています。ただし、シンプレックス構成ではインストールを1台のPMのみで行

い、Stratus から特殊なシンプレックス構成ライセンスを入手する必要がある点で異なります。

インストール手順については、『everRunクイックスタートガイド』を参照してください。

3. One Viewソフトウェアをインストールしてセットアップします。詳細については、14ページ

の「Stratus One Viewコンソールをインストールする」を参照してください。ソフトウェアは

DRサイトまたは第3のサイトにインストールしなければなりません。One Viewアプライアン

スをDR everRunシステム上にインストールする構成も可能です。次の手順を実行します。

a. インストール用にサイトとシステムを準備します。以下を参照してください。

o 14ページの「One Viewシステム要件」

One ViewアプライアンスをホストするeverRunまたはその他のシステムの要件

について説明しています。

o 15ページの「Webブラウザの要件」

One Viewコンソールを実行する管理システム上のWebブラウザの要件について

説明しています。

b. One Viewアプライアンスを展開します。

i. One View OVF およびVHDファイルを、 everRun ダウンロードとサポートペー

ジ(http://www.stratus.com/go/support/everrun) から管理PCにダウンロー

ドします。
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One ViewをインストールしてVMのDRによる保護を有効化する

ii. everRun可用性コンソールを使用してeverRunシステムにログオンします。

iii. [仮想マシン]ページで、[インポート/リストア]をクリックしてインポートウィ

ザードを開きます。

iv. 必要なJava™プラグインをWebブラウザに読み込むプロンプトが表示された場

合、読み込みを許可します。詳細については、everRun可用性コンソールのオン

ラインヘルプおよびJava のマニュアルを参照してください。

v. [参照]をクリックします。ファイルブラウザで管理PCからインポートするOne

View.ovfファイルを選択し、[インポート]をクリックします。

vi. [インポート]と [リストア]のどちらかを選択するプロンプトが表示された場合、

[インポート]をクリックしてVMの新しいインスタンスを作成します。

vii. インポートサマリの内容を確認します。オプションで、インポート後にOne View

アプライアンスを起動しないよう指定するには、[インポート後に仮想マシンを自

動的に起動]チェックボックスをオフにします。

注: Stratus 認定サービス業者から特に指示を受けた場合を除き、One

Viewアプライアンスのデフォルトのリソース設定は変更しないでくだ

さい。

viii. [インポート]をクリックして、One Viewアプライアンスのインポートを開始しま

す。転送が完了したら [完了]をクリックしてインポートウィザードを閉じます。

c. One Viewコンソールの初期IPアドレスを取得します。

i. everRun可用性コンソールで、[仮想マシン]ページを開きます。

ii. One View VMを選択し、必要な場合は [起動]をクリックしてVMを起動しま

す。VMが稼働状態になるのを待ちます。

iii. [コンソール]をクリックしてOne View VMコンソールウィンドウを開きます。

iv. [ログイン]プロンプトで、rootユーザとしてデフォルトのパスワードadminを

使ってVMにログオンします。

v. コマンドプロンプトでmultisite network --displayを実行して、
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出力されたIPアドレスを記録します。

vi. exitと入力して Enterキーを押し、コンソールからログアウトします。

d. One Viewコンソールへの初回ログオンを実行して、初期の設定を構成します。

i. リモートの管理システムで、Webブラウザを開いてOne Viewコンソールの初期

IPアドレスを入力します。詳細については、17ページの「Stratus One Viewコ

ンソールの初期IPアドレスを取得・設定する」を参照してください。

ii. Stratus One ViewコンソールEULAを読み、その内容に同意する場合は [同意す

る]をクリックして操作を続行します。

iii. 最初の管理者アカウントを作成します。[電子メールアドレス]と [パスワード]を

入力し、[パスワードの確認]にパスワードをもう一度入力します。[追加]をク

リックして操作を続行します。

iv. [IP 設定]ページで、One Viewコンソールのネットワーク設定を構成しま

す。DHCPアドレスは失われる可能性があり、その場合はOne Viewコンソールで

のアドレス変更が必要となるので、DHCPではなく静的IPアドレスの使用を推奨

します。[DHCP を使用する]か [静的 IP 設定を使用する]のどちらかを選択し、

次を行います。

o DHCP (デフォルト設定)を選択した場合、[次へ]をクリックして操作を続

行します。

o 静的IPアドレスを選択した場合、ネットワーク管理者から受け取った設定

を指定して、[保存]をクリックします。ページが新しいアドレスから再度

読み込まれます。[次へ]をクリックして操作を続行します。

v. [SMTP 設定]ページで、One ViewコンソールのSMTP設定を構成します。[保

存]をクリックし、[次へ]をクリックします。

One Viewコンソールは確認のリンクをそのユーザの電子メールアドレスに送信す

るため、新しいユーザを作成するにはSMTPサーバを指定する必要があります。詳

細については、40ページの「SMTP設定を管理する」を参照してください。

vi. [バックアップの設定]ページで、One Viewコンソール設定の定期的なバックアッ

プを有効化するか、既存のバックアップから設定を復元します。手順については、

37ページの「Stratus One Viewコンソールのバックアップを構成する」を参照し
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てください。

注意事項: One Viewバックアップを有効にすると、指定した設定を

One Viewアプライアンス内のバックアップファイルに保存するよ

う、One Viewコンソールが構成されます。One Viewアプライアンス

がクラッシュしたり失われた場合に確実にバックアップを利用できるよ

うにするには、このバックアップファイルを定期的に別のシステムにコ

ピーする必要があります。

vii. [完了]をクリックしてウィザードを完了し、One Viewのログインページに戻り

ます。

viii. 前の手順で作成した管理者アカウントを使ってOne Viewコンソールにログイン

し、次のインストール後のタスクを実行します。

o  One Viewコンソールを管理するその他のユーザアカウントを追加する。詳細に

ついては、42ページの「ユーザを追加する」を参照してください。

o  One Viewコンソールから管理するeverRunシステムを追加する。詳細について

は、48ページの「One Viewコンソールにプラットフォームを追加する」を参照

してください。

o One View構成の設定のバックアップをまだ有効にしていない場合、有効化する。

詳細については、37ページの「Stratus One Viewコンソールのバックアップを

構成する」を参照してください。

o セキュリティのため、One View VMのゲストオペレーティングシステム

で、rootおよび adminユーザの新しいパスワードを設定する。

4. One Viewコンソールに、プライマリシステムとDRシステムを追加します。各システムについ

て次の手順を実行します。

システムを登録する

a. everRun可用性コンソールで、One Viewコンソールに追加するシステムのアセット ID

を取得します。アセット IDは、マストヘッドのシステム名の下に表示されます。

b. One Viewコンソールで、マストヘッドの [プラットフォーム]をクリックします。

c. アクションバーの [プラットフォームの登録]をクリックします。
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d. [プラットフォームの登録]ダイアログボックスで、ステップaで確認した [アセット

ID]を入力します。

e. [保存]をクリックします。

システムを One Viewコンソールに追加する

a. everRun可用性コンソールで、[基本設定]ページの[One View] に移動します。

i. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]を選択します。

ii. [基本設定]ページで [リモートサポート]の下の[One View] をクリックします。

b. [基本設定]ページでOne Viewが選択された状態で、[One View の有効化]をクリック

します。

c. [サーバ]ボックスに、コンソールのIPアドレスまたはDNS名を入力します。

d. [保存]をクリックします。

One Viewコンソールで、[プラットフォーム]ページに新しいシステムが表示されること

を確認します。

5. 次の手順を行い、プライマリシステムのVMに対してディザスタリカバリによる保護を有効に

します。詳細については、66ページの「仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を有効化

する」を参照してください。

a. [仮想マシン]ページで、保護の対象となるVM (プライマリVM)をクリックして、その詳

細ページを開きます。

b. VMの詳細ページで、[DR で保護]をクリックしてDRウィザードを開きます。

c. [ディザスタリカバリプラットフォーム]ページで、DRによってプライマリVMを複製

するシステムを選択し、[次へ]をクリックします。

d. [ディザスタリカバリオプション]ページで、次を行います。

i. [リカバリポイント間隔]を入力します。リカバリポイント間隔(RPO) は、VMか

らデータが失われる可能性のある、許容最長期間です。たとえば、変更データの損

失を1時間の範囲に収めるには、ここに1時間と指定します。

ii. スナップショットの [保持]の設定を選択します。DRソフトウェアは、ここに指定

された数のスナップショットのみを保持します。スナップショットが最大数に達す

ると、DRソフトウェアは新しいスナップショットを作成してから、一番古いス
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ナップショットを"統合" (つまりその次に古いスナップショットとマージ)した

後、一番古いスナップショットを削除します。

iii. スナップショットデータを圧縮してDRサイトに転送するには、[スナップショッ

トデータのネットワーク転送の圧縮]の隣のチェックボックスをオンにします。

iv. [次へ]をクリックします。

e. [ディザスタリカバリの VM 名、vCPU、メモリ]ページで、必要な場合はDRVMに使

用する名前とリソース設定を変更し、[次へ]をクリックします。

f. [ディザスタリカバリ VM ボリューム]ページで、複製されるボリュームの一覧を確認

し、[次へ]をクリックします。

g. [ディザスタリカバリ VM のネットワーク]ページで次を行います。

i. 左側のプルダウンメニューで、DRVMに含める仮想マシンを1つ、プライマリ

VMから選択します。

ii. 右側のプルダウンメニューで、選択した仮想マシンに接続するプラットフォーム

ネットワークを1つ、DRプラットフォームから選択します。

iii. [次へ]をクリックします。

h. [ディザスタリカバリの構成サマリ]ページで、DRの設定のサマリを確認します。

i. [完了]をクリックし、DRによる保護を初期化してVMの詳細ページに戻ります。詳細

ページに、ディザスタリカバリが初期化中であることが示されます。

注: システムがデータボリュームのすべての内容をリモートサイトに転送する

間、この状態が長時間続くことがあります。

j. 初期化が完了すると、One ViewコンソールのVM詳細ページにディザスタリカバリが

アクティブであることが表示されます。

詳細については、66ページの「仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を有効化する」を

参照してください。

DR サイトをテストする

以下の手順でDRサイトをテストします。
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注:

1. このテストを実行するには、VMとそのアプリケーションを停止してから、ネット

ワークを再マッピングしてDRサイトからの操作をテストする必要があります。

2. このテストの実行はオプションです。DRサイトが正しく機能することを確認したい

場合にのみテストを実行してください。

1. DR VMへの計画的なマイグレーションのテストを行います。詳細については、74ページの

「DRVMへの計画的なマイグレーションを行う」を参照してください。

a. Stratus One Viewコンソールのマストヘッドで、[仮想マシン]をクリックします。

b. [仮想マシン]ページで、マイグレーションするプライマリVMをクリックします。

c. アクションバーで、[マイグレーションの開始]をクリックします。

d. マイグレーションが完了すると、"ディザスタリカバリが DR VM にマイグレーションし

ました" というメッセージが表示されます。

2. プライマリVMにデータをマイグレーションして戻すテストを行います。詳細については、77

ページの「プライマリVMに現在のデータをマイグレーションして戻す」を参照してください。

a. Stratus One Viewコンソールのマストヘッドで、[仮想マシン]をクリックします。

b. [仮想マシン]ページで、プライマリVMに対応するDRVMをクリックします。

c. アクションバーで、[マイグレーションの開始]をクリックします。

d. システムがDRVMのスナップショットを作成し、作成したスナップショットをプライマ

リVMにコピーします。システムがデータのマイグレーションを完了すると、アクション

バーに [マイグレーションの完了]ボタンが表示されます。[マイグレーションの完了]

をクリックしてこの操作を完了させます。
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第 2 部: Stratus One View コンソールユーザガイド

「Stratus One Viewコンソールユーザガイド」では、One Viewコンソールの機能、インストールと

アップグレード手順、および使用方法について説明します。

One Viewコンソールの説明については、次を参照してください。

l 12ページの「Stratus One Viewコンソールの概要」

One Viewソフトウェアのインストールに必要な手順の概要については、次を参照してください。

l 14ページの「Stratus One Viewコンソールをインストールする」

One Viewコンソールの使用方法については、次を参照してください。

l 26ページの「Stratus One Viewコンソールを使用する」

l 34ページの「Stratus One Viewコンソールの設定を管理する」

l 44ページの「仮想マシンを管理する」

l 48ページの「プラットフォームを管理する」



第 2 章: Stratus One View コンソールの概要

Stratus One Viewコンソールは、お使いのシステム、仮想マシン(VM)、およびディザスタリカバリ

(DR) 環境をリモートで一元管理できるポータルを提供する、Webベースのユーティリティです。

One Viewでは、未解決の問題やアラートをすべて一か所にまとめて追跡することにより、お使いのす

べてのシステムとVMの稼働状態をモニタリングできます。

Stratus One Viewコンソールは無償で提供されていますが、ディザスタリカバリ機能を使ってVMを

保護するには、お使いのすべてのeverRunシステム用にディザスタリカバリライセンスを購入する必

要があります。詳細については、56ページの「ディザスタリカバリのライセンス」を参照してくださ

い。

また、特定のプラットフォームに焦点を絞り、そのVM、物理マシン(PM)、アラート、リソース割り当

てなどを詳しくモニタリングすることもできます。

One Viewは、everRun、Avance、またはVirtualBoxシステム上のVM、つまりアプライアンスとし

て展開されます。ベストプラクティスとしては、DRサイトまたは第3のサイトにOne Viewアプライ

アンスをインストールします。

One Viewは、一部の外部イベントに起因する障害発生後にサービスを復元するディザスタリカバリ機

能もサポートしています。

Stratus One Viewコンソールの概要については、次のトピックを参照してください。

l 14ページの「Stratus One Viewコンソールをインストールする」

l 26ページの「Stratus One Viewコンソールを使用する」

l 34ページの「Stratus One Viewコンソールの設定を管理する」
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l 44ページの「仮想マシンを管理する」

l 48ページの「プラットフォームを管理する」

Stratus everRun Disaster Recoveryの機能の概要については、次のトピックを参照してください。

l 53ページの「ディザスタリカバリの概要」

l 65ページの「ディザスタリカバリの構成とメンテナンス」

l 73ページの「ディザスタリカバリの操作を管理する」
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第 3 章: Stratus One View コンソールをインストールする

One Viewソフトウェアを初めてインストールするには、次を実行します。

1. インストール用にサイトとシステムを準備します。次を参照してください。

n 14ページの「One Viewシステム要件」

One Viewアプライアンス、または仮想マシン(VM)をホストする、everRunまたはその

他のシステムの要件について説明しています。

n 15ページの「Webブラウザの要件」

One Viewコンソールを実行する管理システム上のWebブラウザの要件について説明し

ています。

2. One Viewコンソールを展開します。16ページの「Stratus One Viewコンソールを展開する」

を参照してください。

3. One Viewコンソールの初期IPアドレスを取得します。17ページの「Stratus One Viewコン

ソールの初期IPアドレスを取得・設定する」を参照してください。

4. One Viewコンソールへの初回ログオンを実行して、初期の設定を構成します。20ページの

「Stratus One Viewコンソールに初めてログオンする」を参照してください。

One Viewコンソールのインストールが完了したら、21ページの「Stratus One Viewコンソールのイ

ンストール後のタスク」を参照してください。

One View システム要件

Stratus One Viewコンソールをインストールするには、One Viewアプライアンス、または仮想マシ

ン(VM)を仮想環境に展開します。
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One Viewアプライアンスは、everRunまたはAvance システム、あるいはVirtualBoxがインストー

ルされている任意のシステム上にインストールできます。everRunシステム上にインストールする場

合、プライマリシステムにはインストールしないでください。その代わりにディザスタリカバリサイ

トのシンプレックス構成のシステムにアプライアンスをインストールします。

One Viewアプライアンスをホストするには、everRun、Avance、またはVirtualBoxシステムが、す

べてのeverRunプラットフォームにネットワーク接続できなければなりません。

One Viewアプライアンスには、次のリソースが最小限必要です。

l 1個のvCPU

l 2048MBのメモリ

l 15 GBのストレージ容量

DHCPアドレスは失われる可能性があり、その場合にアドレス変更が必要となるので、DHCPではなく

静的IPアドレスの使用を推奨します。

Webブラウザの要件

Webブラウザを使用してStratus One Viewコンソールに接続します。HTML 5の仕様に対応している

ブラウザのみを使用してください。対応していないブラウザを使用すると、内容が正しく表示されな

かったり、一部のウィザードが表示されないことがあります。

One Viewコンソールは次のブラウザに対応しています。

対応しているブラウザ リリース

Microsoft Internet Explorer™ 10以降

Mozilla® Firefox® 25以降

Google® Chrome™ 31以降

Java™ の要件

お使いのシステムで最新バージョンのJava を実行する必要があります。古いバージョンを使用してい

る場合、ウィザードやOne Viewコンソールのその他の機能の使用時に警告が表示されることがありま

す。警告後もその機能を使い続けるとシステムがハングします。警告には最新バージョンのJava をイ

ンストールして以下のいずれかを行うよう指示が表示されます。
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l Java のセキュリティ設定を"中"に下げる。

l everRunシステムを例外サイトリストに追加する。

l メッセージ内のリンクを使用して証明書をJava の署名者CAとして追加する。

Stratus One View コンソールを展開する

One Viewコンソールを展開するには、仮想マシンがサポートされているシステムにOne Viewアプラ

イアンス、または仮想マシン(VM)をインポートします。次に示すのはeverRunシステムでアプライ

アンスをインポートする方法ですが、アプライアンスは任意のAvance ユニットまたはVirtualBoxシ

ステムに展開することができます。

everRunシステムにOne Viewアプライアンスを展開するには、everRun可用性コンソールを使用し

てVMのOVF ファイルとその関連VHDボリュームファイルを管理PCからインポートします。

注意事項: VMのディザスタリカバリによる保護を構成する予定がある場合、One Viewアプ

ライアンスはプライマリサイトではなく、DRサイトにあるシステム上に展開してくださ

い。プライマリサイトにOne Viewアプライアンスを展開すると、プライマリサイトで障害

が発生した場合にOne Viewコンソールを使ってDRフェールオーバー操作を実行すること

ができません。

One View アプライアンスの展開準備をするには

One View OVF およびVHDファイルを、 everRun ダウンロードとサポートページ

(http://www.stratus.com/go/support/everrun) から管理PCにダウンロードします。

everRun システム上で One View アプライアンスを展開するには

1. everRun可用性コンソールを使用してeverRunシステムにログオンします。

2. [仮想マシン]ページで、[インポート/リストア]をクリックしてインポートウィザードを開き

ます。

3. 必要なJava™プラグインをWebブラウザに読み込むプロンプトが表示された場合、読み込みを

許可します。詳細については、everRun可用性コンソールのオンラインヘルプおよびJava の

マニュアルを参照してください。

4. [参照]をクリックします。ファイルブラウザで、管理PCからインポートするOne View.ovf

ファイルを選択して [インポート]をクリックします。
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5. [インポート]と [リストア]のどちらかを選択するプロンプトが表示された場合、[インポート]

をクリックしてVMの新しいインスタンスを作成します。

6. インポートサマリの内容を確認します。オプションで、インポート後にOne Viewアプライアン

スを起動しないよう指定するには、[インポート後に仮想マシンを自動的に起動]チェック

ボックスをオフにします。

注: Stratus 認定サービス業者から特に指示を受けた場合を除き、One Viewアプライ

アンスのデフォルトのリソース設定は変更しないでください。

7. [インポート]をクリックして、One Viewアプライアンスのインポートを開始します。転送が完

了したら [完了]をクリックしてインポートウィザードを閉じます。

8. 17ページの「Stratus One Viewコンソールの初期IPアドレスを取得・設定する」の説明を参

照してOne Viewコンソールへのアクセスに使用する初期IPアドレスを取得し、One Viewのイ

ンストール作業に進みます。

トラブルシューティング
インポートプロセスで発生した問題を解決するには、必要に応じて以下の情報を参照してくださ

い。

キャンセルしたインポートや失敗したインポートを everRun システムからクリーンアップする

には

everRun可用性コンソールで、インポートしたVMおよび関連するすべてのボリュームを削除

します。

Stratus One View コンソールの初期 IP アドレスを取得・設定する

Stratus One Viewコンソールの初期IPアドレスを取得・設定して、Webブラウザから初めてOne

Viewコンソールにアクセスするために使用する初期IPアドレスを決定します。

注: Stratus では、Stratus One Viewコンソールに静的IPアドレスを使用することを強く

推奨します。DHCPアドレスは、One Viewのアップグレードや再インストール時などに失

われる可能性があります。アドレスが失われた場合、管理対象となる各プラットフォームで

everRun可用性コンソールを使用して、プラットフォームのOne ViewコンソールIPアド

レスを変更する必要があります。
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静的なネットワーク設定を構成する

One Viewアプライアンス、または仮想マシン(VM)は、通常は動的ホスト構成プロトコル(DHCP) を

使用してその初期IPアドレスを設定します。お使いの環境でDHCPがサポートされている場合、以下

の最初の手順に従いOne Viewアプライアンスのコンソールにログオンして初期IPアドレスを取得し

ます。後日、One Viewコンソールにログオンする際に静的なIPアドレスを設定できます。

お使いの環境にDHCPサーバがない場合には、2番目の手順に従い、コマンドラインを使って手動で静

的なIPアドレスおよびその他のネットワーク設定を指定します。

この2つの手順ではeverRunシステム上のOne Viewアプライアンスのゲストオペレーティングシス

テムにアクセスする方法を説明していますが、Avance ユニットやVirtualBoxシステムのVMコンソー

ルでも同様の手順を実行できます。

One View コンソールの DHCP による初期 IP アドレスを取得するには

1. everRun可用性コンソールで、[仮想マシン]ページを開きます。

2. One Viewアプライアンスを選択し、必要な場合は [起動]をクリックしてアプライアンスをブー

トします。VMが稼働状態になるのを待ちます。

3. [コンソール]をクリックしてOne Viewアプライアンスコンソールウィンドウを開きます。コ

ンソールが空白の場合、コンソールウィンドウをクリックして任意のキーを押し、スクリーン

セーバーを無効にします。

4. [ログイン]プロンプトで、「root」ユーザとしてデフォルトのパスワード「admin」を使って

ログオンします。

5. コマンドプロンプトで「multisite network --display」を実行して、出力されたIP

アドレスを記録します。次の例では、IPアドレスが 10.71.160.53になっています。

# multisite network --display

Network Information:

ip=10.71.160.53 cidr=16 dns=10.68.40.9 dns=10.68.40.10

gateway=10.71.160.1 bootproto=static

6. 「exit」と入力して Enterキーを押し、コンソールからログアウトします。

7. One Viewのインストール作業を続行します。これには、ステップ5で記録したIPアドレスを

使ってOne Viewコンソールにログオンします。手順は20ページの「Stratus One Viewコン

ソールに初めてログオンする」を参照してください。

静的なネットワーク設定を構成する
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お使いの環境にDHCPサーバがない場合、One Viewアプライアンスのコマンドラインで

multisite networkコマンドを使用して初期のネットワーク設定を指定します。コマンドオプ

ションを表示するには、「multisite network --help」を実行します。

次の手順は、通常必要となるネットワーク設定を構成する例を示します。お使いの環境に適したネット

ワーク設定がわからない場合には、担当のネットワーク管理者に問い合わせてください。

One View コンソールの静的 IP アドレスおよびネットワーク設定を手動で構成するには

1. everRun可用性コンソールで、[仮想マシン]ページを開きます。

2. One Viewアプライアンスを選択し、必要な場合は [起動]をクリックしてアプライアンスをブー

トします。VMが稼働状態になるのを待ちます。

3. [コンソール]をクリックしてOne Viewアプライアンスコンソールウィンドウを開きます。コ

ンソールが空白の場合、コンソールウィンドウをクリックして任意のキーを押し、スクリーン

セーバーを無効にします。

4. [ログイン]プロンプトで、「root」ユーザとしてデフォルトのパスワード「admin」を使って

VMにログオンします。

5. コマンドプロンプトで、multisite networkコマンドを次の形式で入力します。

# multisite network --ip=staticIpAddress --mask=subnetMask

--gateway=gatewayIpAddress --dns1=dnsAddr1 --dns2=dnsAddr2

たとえば、10.71.160.53のIPアドレスとその他のネットワーク設定を構成するには、次を

入力します。

# multisite network --ip=10.71.160.53 --mask=255.255.0.0

--gateway=10.71.160.1 --dns1=10.68.40.9 --dns2=10.68.40.10

ARPING 10.71.160.53 from 0.0.0.0 eth0

Duplicate:False

6. 「multisite network --display」コマンドを実行して、新しいネットワーク設定を

確認します。たとえば、前の手順で指定した設定を表示するには、次を入力します。

# multisite network --display

Network Information:

ip=10.71.160.53 cidr=16 dns=10.68.40.9 dns=10.68.40.10

gateway=10.71.160.1 bootproto=static
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Stratus One Viewコンソールに初めてログオンする

7. 「exit」と入力して Enterキーを押し、コンソールからログアウトします。

8. One Viewのインストール作業を続行します。これには、静的なIPアドレスを使用してOne

Viewコンソールにログオンします。手順は20ページの「Stratus One Viewコンソールに初め

てログオンする」を参照してください。

Stratus One View コンソールに初めてログオンする

Stratus One Viewコンソールに初めてログオンするときに、最初の管理者アカウントを作成して初期

の設定を構成します。

One View コンソールに初めてログオンするには

1. リモートの管理システムで、Webブラウザを開いてOne Viewコンソールの初期IPアドレスを

入力します。アドレスの入手方法は、17ページの「Stratus One Viewコンソールの初期IPア

ドレスを取得・設定する」を参照してください。

2. Stratus One ViewコンソールEULAを読み、その内容に同意する場合は [同意する]をクリック

して操作を続行します。

3. 最初の管理者アカウントを作成します。[電子メールアドレス]と [パスワード]を入力し、[パ

スワードの確認]にパスワードをもう一度入力します。[追加]をクリックして操作を続行しま

す。

4. [IP 設定]ページで、One Viewコンソールのネットワーク設定を構成します。DHCPアドレス

は失われる可能性があるため、DHCPの代わりに静的IPアドレスを使用することを推奨しま

す。アドレスが失われた場合、管理対象となる各プラットフォームでeverRun可用性コンソー

ルを使用して、プラットフォームのOne ViewコンソールIPアドレスを変更する必要がありま

す。[DHCP を使用する]か [静的 IP 設定を使用する]のどちらかを選択し、次を行います。

n DHCP (デフォルト設定)を選択した場合、[次へ]をクリックして操作を続行します。

n 静的IPアドレスを選択した場合、ネットワーク管理者から受け取った設定を指定して、

[保存]をクリックします。ページが新しいアドレスから再度読み込まれます。[次へ]

をクリックして操作を続行します。

5. [SMTP 設定]ページで、One ViewコンソールのSMTP設定を構成します。[保存]をクリック

し、[次へ]をクリックします。
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One Viewコンソールは確認のリンクをユーザの電子メールアドレスに送信するため、新しい

ユーザを作成するにはSMTPサーバを指定する必要があります。詳細については、40ページの

「SMTP設定を管理する」を参照してください。

6. [バックアップの設定]ページで、One Viewコンソール設定の定期的なバックアップを有効化す

るか、既存のバックアップから設定を復元します。手順については、37ページの「Stratus One

Viewコンソールのバックアップを構成する」を参照してください。

注意事項: One Viewバックアップを有効にすると、指定した設定をOne Viewアプ

ライアンス内のバックアップファイルに保存するよう、One Viewコンソールが構成

されます。One Viewアプライアンスがクラッシュしたり失われた場合に確実に

バックアップを利用できるようにするには、このバックアップファイルを定期的に別

のシステムにコピーする必要があります。

7. [完了]をクリックしてウィザードを完了し、One Viewのログインページに戻ります。

8. ステップ3で作成した管理者アカウントを使ってOne Viewコンソールにログインします。

9. 21ページの「Stratus One Viewコンソールのインストール後のタスク」に説明されているタ

スクを完了します。

Stratus One View コンソールのインストール後のタスク

One Viewコンソールをインストールした後、次のインストール後のタスクを実行します。

l One Viewコンソールを管理するその他のユーザアカウントを追加する。42ページの「ユーザ

を追加する」を参照してください。

l One Viewコンソールから管理するeverRunシステムを追加する。48ページの「One Viewコ

ンソールにプラットフォームを追加する」を参照してください。

l One View構成の設定のバックアップをまだ有効にしていない場合、有効化する。37ページの

「Stratus One Viewコンソールのバックアップを構成する」を参照してください。

セキュリティのため、One Viewアプライアンスのゲストオペレーティングシステムで rootユーザ

と adminユーザの新しいパスワードも設定してください。VMコンソールを開き、各ユーザとしてロ

グオンして(デフォルトのパスワード adminを使用)、passwdコマンドを実行します。例:

$ passwd

Changing password for user admin.

Changing password for admin.
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Stratus One Viewコンソールのインストール後のタスク

(current) UNIX password:

New password:

Retype new password:

passwd: all authentication tokens updated successfully.

これらの初期タスクを完了したら、One View環境を管理することができます。次を参照してくださ

い。

l 34ページの「Stratus One Viewコンソールの設定を管理する」

l 44ページの「仮想マシンを管理する」

l 48ページの「プラットフォームを管理する」

ディザスタリカバリの構成を管理するには、52ページの「Stratus everRun Disaster Recovery ユー

ザガイド」を参照してください。
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第 4 章: Stratus One View コンソールをアップグレードする

One Viewコンソールを前のバージョンからアップグレードするには、次を行います。

1. 古いOne Viewコンソールの構成の設定をバックアップします。37ページの「Stratus One

Viewコンソールのバックアップを構成する」を参照してください。

2. 最新のOne Viewコンソールバックアップファイルを、古いOne Viewアプライアンスから管

理システムに転送します。ファイルの転送方法については、37ページの「Stratus One Viewコ

ンソールのバックアップを構成する」を参照してください。

3. 古いOne Viewアプライアンスが静的IPアドレスを使用している場合、後で新しいOne View

アプライアンスに適用できるようにアドレスをメモします。

4. 古いOne Viewアプライアンスをシャットダウンしてから、次のいずれかを行います。

n 新しいアプライアンスが正しく稼働することを確認するまで古いアプライアンスを保持し

ておく場合は、古いVMとそのブートボリュームの名前を変更します。

n 古いアプライアンスを保持しない場合は、この時点で削除します。

注: ディザスタリカバリの処理は、One Viewアプライアンスが使用できない間も、

保護されたeverRunシステム上でバックグラウンドで続行されます。

5. 新しいOne Viewアプライアンスを展開します。16ページの「Stratus One Viewコンソールを

展開する」を参照してください。

6. One Viewコンソールの初期IPアドレスを取得するか、設定します。17ページの「Stratus

One Viewコンソールの初期IPアドレスを取得・設定する」を参照してください。
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7. One Viewコンソールへの初回ログオンを実行して、初期の設定を構成します。古いOne View

アプライアンスで静的IPアドレスを使用していた場合、ステップ3でメモしたアドレスを使用

します。20ページの「Stratus One Viewコンソールに初めてログオンする」を参照してくださ

い。

8. One Viewのバックアップの設定ファイルを、管理システムから新しいOne Viewアプライアン

スに転送します。ファイルの転送方法については、37ページの「Stratus One Viewコンソール

のバックアップを構成する」を参照してください。

9. 古いOne Viewアプライアンスから転送したファイルを使用して、One Viewのバックアップの

設定を復元します。37ページの「Stratus One Viewコンソールのバックアップを構成する」を

参照してください。

10. 新しいOne Viewアプライアンスが正しく機能することを確認した後、古いアプライアンスがま

だ残っている場合はこれを削除します。

注: DHCP IPアドレスを使用していて、新しくインストールしたOne Viewアプライアンス

のIPアドレスが変更された場合、管理対象となる各プラットフォームでeverRun可用性コ

ンソールを使用してプラットフォームのOne ViewコンソールIPアドレスを変更する必要が

あります。

関連トピック

14ページの「Stratus One Viewコンソールをインストールする」

25/89ページ



第 5 章: Stratus One View コンソールを使用する

次のトピックでは、Stratus One Viewコンソールの使用方法を説明します。

l 27ページの「Stratus One Viewコンソールのインタフェース」

l 26ページの「Stratus One Viewコンソールにログオンする」

l 29ページの「[プラットフォーム]ページ」

l 29ページの「[仮想マシン]ページ」

l 30ページの「[設定]ページ」

l 28ページの「[アラート]ページ」

l 31ページの「表示のソートとフィルタリング」

関連トピック

34ページの「アカウントを管理する」

36ページの「システムを管理する」

41ページの「ユーザを管理する」

Stratus One View コンソールにログオンする

Stratus One Viewコンソールにログオンして、everRunシステムおよび仮想マシンを管理したり、該

当する場合はディザスタリカバリによる環境の保護を構成します。

One View コンソールにログオンするには
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1. サポートされているブラウザを起動して、お使いの環境のOne Viewコンソールを開きます。

2. [電子メールアドレス]と [パスワード]を入力します。(パスワードは大文字と小文字が区別さ

れます。)

3. オプションで、ログインセッションに関する次の追加の設定を指定します。

n 明示的にログオフするまでログオンした状態を保つには、[ユーザ情報を保存する]をク

リックします。

n フラグをクリックしてログインセッションの表示言語を選択します。One Viewコンソー

ルは、次回のセッションからこの設定を適用します。

n パスワードを忘れた場合、[パスワードをお忘れですか？]をクリックします。すると、パ

スワードをリセットするための電子メールが送信されます。

4. [ログイン]をクリックします。

One View コンソールからログオフするには

マストヘッドの右端にあるログアウトボタンをクリックします。

関連トピック

20ページの「Stratus One Viewコンソールに初めてログオンする」

15ページの「Webブラウザの要件」

Stratus One View コンソールのインタフェース

Stratus One Viewコンソールのインタフェースの機能にアクセスするには、コンソールのマストヘッ

ドにある以下の項目をクリックします。

l [プラットフォーム]ページ- One View環境にあるすべてのプラットフォームボックスが表示さ

れます。このページでは、アクションバーのボタンを使用して、ページに表示される情報をソー

トやフィルタリングしたり(31ページの「表示のソートとフィルタリング」を参照)、別の

everRunシステムをOne Viewコンソールに登録したりできます(48ページの「One Viewコ

ンソールにプラットフォームを追加する」を参照)。また、プラットフォームをクリックして、

そのプラットフォームの表示と管理(49ページの「プラットフォームのリソースとアラートを表

示する」を参照)を行うこともできます。

l [仮想マシン]ページ- One View環境内のすべてのVMのVMボックスが表示されるほか、VM

の名前を昇順または降順にソートするための2つのボタンも表示されます。このページから、プ
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[アラート]ページ

ラットフォームのVMのモニタリングと管理を行えます。詳細については、29ページの「[仮想

マシン]ページ」および31ページの「表示のソートとフィルタリング」を参照してください。

l [アラート]ページ-環境内のeverRunシステムのステータスと稼働状態の概要が表示されま

す。アクションバーのボタンを使用して、ページに表示される情報をフィルタリングできます。

詳細については、28ページの「[アラート]ページ」を参照してください。

l [設定]ページ-電子メールアカウントとパスワード、IPアドレス、バックアップ操作、診断

ファイル、SMTP構成、およびユーザの設定を構成できます。詳細については、30ページの

「[設定]ページ」を参照してください。

l [ヘルプ]アイコン-オンラインヘルプシステムを表示します。

l [ログアウト]アイコン-クリックするとユーザがシステムからログオフされ、ログインページ

が表示されます。

[アラート] ページ

マストヘッドの [アラート]をクリックして、環境内のeverRunシステムのステータスと稼働状態の概

要を表示します。このページには、アラートが次の重大度レベルごとに表示されます。

l 重大(赤いアイコン)

l 深刻("重大"と同じ赤いアイコン)

l 中程度(オレンジ色のアイコン)

l 軽度(黄色のアイコン)

l 情報(青いアイコン)

l 正常(アイコンなし)

アラートは表形式で次の列に(左から右へ)整理されて表示されます。

l アラートが生成されてからの経過時間("1日前"など)。経過時間の値にカーソルを合わせると、

アラートの正確な生成日時("11/18/2014 11:32:00 PM"など)が表示されます。

l イベントの説明("1台のPMを検知"など)。

l 影響を受けるプラットフォーム("syssw.eng.cmpny.com"など)。

列内の任意の項目をクリックすると、それに対応するプラットフォームの詳細ページが開きます(これ

は [プラットフォーム]ページでプラットフォームをクリックすると表示されるページと同じです)。
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[アラート]ページの次のボタンを使用すると、監視対象のプラットフォームのアラートのサブセットだ

けを表示できます。

l プラットフォームアラートの表示

l One Viewのみのアラートの表示

l 無視した項目の表示

l 履歴の表示

詳細については、31ページの「表示のソートとフィルタリング」を参照してください。

[仮想マシン] ページ

マストヘッドの [仮想マシン]をクリックして、お使いのOne View環境にあるシステム上のすべての

VMを表示します。このページでは、ソートボタンを使用して、VMを名前の昇順または降順に表示で

きます。

また、個々のVMをクリックして次のようなアクションを実行することもできます。

l 更新電子メールの購読と購読解除(34ページの「更新電子メールを管理する」を参照)。

l ディザスタリカバリによる保護の開始(53ページの「ディザスタリカバリの概要」および関連

トピックを参照)。

l VMの開始と停止(47ページの「仮想マシンを起動、シャットダウン、または電源オフにする」

を参照)。

l VMのコンソールの起動(45ページの「仮想マシンコンソールのセッションを開く」を参照)。

関連トピック

44ページの「仮想マシンを管理する」

[プラットフォーム] ページ

マストヘッドの [プラットフォーム]をクリックして、One View環境内のすべてのeverRunシステム

のステータスの概要を表示します。

[プラットフォーム]ページのアクションバーにあるいくつかのボタンを使用して、Stratus One View

コンソールでモニタリングされるプラットフォームとVMの表示をソートしたりフィルタリングするこ

とができます。ボタンを使用して次のことを行えます(左端のボタンから順に説明します)。
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[設定]ページ

l アラートの重大度によってプラットフォームを表示します。

l アラートの重大度が最も高いものから順に、プラットフォームを表示します。

l プラットフォームを名前の昇順または降順に表示します。

l お使いのeverRunシステムをOne Viewに登録します。手順は48ページの「One Viewコン

ソールにプラットフォームを追加する」を参照してください。

注: 選択したフィルタリング条件に一致するプラットフォームがない場合、該当する項目が

ないというメッセージが表示されます。

特定のプラットフォームを管理するには、[プラットフォーム]ページで目的のプラットフォームをク

リックします。プラットフォームの詳細ページにプラットフォーム情報が表示され、次の各パネルに、

プラットフォームを管理するためのコントロールが表示されます。

l アラート

l 仮想マシン

l 物理マシン

l リソース割り当て

関連トピック

49ページの「プラットフォームのリソースとアラートを表示する」

31ページの「表示のソートとフィルタリング」

[設定] ページ

マストヘッドの [設定]をクリックして、One View環境のグローバル設定を構成します。

次の表は、構成可能な設定とその詳細へのリンクを一覧にしたものです。

設定 機能 トピック

アカウント

すべての更新電子メールを購読したり、購

読を解除します。パスワードを変更しま

す。

34ページの「更新電

子メールを管理す

る」

[設定] ページ
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設定 機能 トピック

IP

IP 設定を構成します。これにはDHCP、静

的IP、ネットマスク、ゲートウェイ、およ

びプライマリとセカンダリのDNSの設定が

含まれます。

36ページの「IP設定

を構成する」

バックアップ
バックアップの設定を指定したり、バック

アップを使用してシステムを復元します。

37ページの

「Stratus One View

コンソールのバック

アップを構成する」

診断 診断(ログ)ファイルを作成します。

40ページの「診断

ファイルを生成す

る」

SMTP SMTP設定を指定します。
40ページの「SMTP

設定を管理する」

ユーザ
現在のユーザの表示とそのロールの編集、

および新しいユーザの追加を行います。

41ページの「ユーザ

を管理する」

表示のソートとフィルタリング

[アラート]ページには、One Viewシステム内のアラートが表示されます。次のボタンをクリックする

と、該当するタイプのアラートを表示できます。

l [プラットフォームアラートの表示] - ディザスタリカバリ(DR) 以外のすべてのアラートを表示

します。これはeverRunシステムの [アラート]ページに表示されるのと同じアラートです。

l [One View のみのアラートの表示] - One ViewのVMとDRの両方で生成されたアラートを表

示します。

l [無視した項目の表示] - everRunプラットフォーム上の無視されたアラートを表示します。

l [履歴の表示] - プラットフォーム上の現在非アクティブなアラートを表示します。

システムは次のレベルのアラートを報告します。
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l 重大 - プラットフォームまたはVMの運用にとって切迫した脅威をもたらす事態を示します。こ

れらのアラートには即対応する必要があります。

l 深刻 - プラットフォームまたはVMの運用にとって近い将来脅威をもたらす可能性のある事態を

示します。

l 中程度 - 修正する必要のある事態を示します。

l 軽度 - モニタリングを続ける必要のある事態を示します。

l 情報 - 特に対応の必要はない、情報目的のアラートです。

l 正常 - プラットフォームまたはVMが正しく動作していることを示します。

アラートの経過時間の値("3時間前"など)にカーソルを合わせると、アラートが発生した日時が表示さ

れます。
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第 6 章: Stratus One View コンソールの設定を管理する

Stratus One Viewコンソールの設定を管理するには、次のトピックを参照してください。

l 34ページの「アカウントを管理する」

l 36ページの「システムを管理する」

l 41ページの「ユーザを管理する」

アカウントを管理する

Stratus One Viewコンソールでユーザアカウントを管理するには、次のトピックを参照してくださ

い。

l 35ページの「パスワードを変更する」

l 34ページの「更新電子メールを管理する」

更新電子メールを管理する

特定の仮想マシン(VM)やプラットフォーム、またはすべてのVMやプラットフォームからの更新電子

メールを購読して受け取ることができます。

特定の VM またはプラットフォームに関する更新電子メールを受け取るには

1. One Viewコンソールで、マストヘッドの [仮想マシン]または [プラットフォーム]をクリック

します。

2. 目的のVMまたはプラットフォームのチェックボックスをオンにします。
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3. アクションバーの [更新電子メールの購読]をクリックします。

ボタンが [購読を解除]に変わり、コンソールの表示が [プラットフォーム]ページに戻ります。

すべての更新電子メールを購読するには

1. One Viewコンソールで、設定アイコンをクリックします。

2. アクションバーの [アカウント]をクリックします。

3. [電子メールの基本設定]の下で、[すべての更新電子メールを購読する]をクリックします。

更新電子メールの購読を解除するには

1. One Viewコンソールで、マストヘッドの [仮想マシン]または [プラットフォーム]をクリック

します。

2. 目的のVMまたはプラットフォームのチェックボックスをオンにします。

3. アクションバーの [購読を解除]をクリックします。

ボタンが [更新電子メールの購読]に変わり、コンソールの表示が [プラットフォーム]ページに

戻ります。

すべての更新電子メールの購読を解除するには

1. One Viewコンソールで、設定アイコンをクリックします。

2. アクションバーの [アカウント]をクリックします。

3. [電子メールの基本設定]の下で、[すべての更新電子メールの購読を解除する]をクリックしま

す。

関連トピック

29ページの「[プラットフォーム]ページ」

29ページの「[仮想マシン]ページ」

30ページの「[設定]ページ」

パスワードを変更する

パスワードを変更するには

1. マストヘッドの [設定]をクリックします。

2. [アカウント]ボタンをクリックします。
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3. [パスワードの変更]の下で、次の値を入力します。

n [現在のパスワード]。現在のパスワードを入力します。

n [新しいパスワード]。新しいパスワードを入力します。

パスワードには、アルファベットの大文字と小文字、数字、および記号を使用できます。

(パスワードには任意のUnicode 文字を含めることができます。)

パスワードに使用できる文字数に制限はありませんが、十分なセキュリティを提供できる

よう、ある程度の長さが必要です。

n [パスワードの確認]。新しいパスワードを再入力します。

4. [保存]をクリックして新しいパスワードを保存するか、[リセット]をクリックしてフィールド

をクリアします。

関連トピック

20ページの「Stratus One Viewコンソールに初めてログオンする」

システムを管理する

One Viewシステムを管理するには、次のトピックを参照してください。

l 40ページの「SMTP設定を管理する」

l 37ページの「Stratus One Viewコンソールのバックアップを構成する」

l 36ページの「IP設定を構成する」

l 40ページの「診断ファイルを生成する」

IP 設定を構成する

Stratus One Viewコンソールシステムのインターネットプロトコル(IP) 設定を構成して、システム

のIPアドレス、およびネットワークマスク、ゲートウェイアドレス、Domain Name System (DNS)

サーバなどの該当する設定の値を指定したり変更します。[IP 設定]ページでは、指定が必須の設定に

星印が付いてます。

IP 設定を構成するには

1. マストヘッドで [設定]をクリックします。

2. [IP]をクリックします。

3. [IP 設定]ページで、[DHCP を使用する]または [静的 IP 設定を使用する]ボタンをクリック
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します。

[DHCP を使用する]を選択すると、すべての必須フィールドに、システムによって値が自動的

に設定されます。[保存]をクリックして設定を保存するか、[リセット]をクリックして設定

をクリアします。

[静的 IP 設定を使用する]を選択した場合、次の手順に進みます。

4. 担当のシステム管理者に問い合わせて、IPアドレス、ネットマスク、ゲートウェイ、プライマリ

および(オプションで)セカンダリのDNSアドレスの値をそれぞれ入手します。

5. [保存]をクリックして設定を保存するか、[リセット]をクリックして設定をクリアします。

Stratus One View コンソールのバックアップを構成する

Stratus One Viewコンソールの構成のバックアップ、定期的なバックアップの有効化、またはバック

アップの開始を行ったり、既存のバックアップファイルからコンソールの構成設定を復元できま

す。One Viewでは、.tgz ファイル形式のバックアップが作成されます。

バックアップ関連の手順を開始するには、マストヘッドの [設定]にある [バックアップ]をクリックし

ます。[バックアップ]ページに、[バックアップの設定]と [バックアップからリストア]の2つのパネ

ルが表示されます。

注意事項: One Viewバックアップを有効にすると、指定した設定をOne View VM内に保管

されているバックアップファイルに保存するよう、One Viewコンソールが構成されま

す。One View VMがクラッシュしたり失われた場合に確実にバックアップを利用できるよ

うにするには、このバックアップファイルを定期的に別のシステムにコピーする必要があり

ます。

One Viewの設定の定期的なバックアップを有効化したり、バックアップを開始するには

1. [バックアップの設定] パネルで、[バックアップの有効化]ボタンをクリックします。

必要な値を選択するフィールドが含まれた、2つのドロップダウンボックスが表示されます。

2. ドロップダウンボックスで次の値を指定します。

n [バックアップの場所] - バックアップの場所を示すフルパスと.tgz ファイルの名前を指

定します(例: /home/admin/backup.tgz)。

n [間隔 (時間)] - システムによって構成情報を自動的にバックアップする間隔を時間単位

で指定します(例: 24)。
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3. [保存]をクリックして指定した値を保存するか、[リセット]をクリックして値をクリアしま

す。

4. バックアップを直ちに開始するには、[今すぐバックアップ]ボタンをクリックします。

コンソールの設定を既存のバックアップファイルから復元するには

1. [バックアップからリストア]パネルで、[バックアップの場所]フィールドに必要なバックアッ

プファイルのフルパス名を入力します。

2. [リストア]をクリックして構成をバックアップファイルにある設定に戻すか、[リセット]をク

リックしてパス名をクリアします。

バックアップファイルを別のOne View VMに転送する

One Viewがクラッシュしたり失われた場合にOne Viewバックアップを確実に利用できるようにする

には、セキュアコピー(SCP) ユーティリティを使用してバックアップファイルをOne View VMのゲ

ストオペレーティングシステムから別のシステムに定期的にコピーする必要があります。One View

VMで実行されるCentOSゲストオペレーティングシステムでは既にSCPがサポートされています

が、場合によってはSCP接続を確立するためリモート管理システムに追加のソフトウェアをダウンロー

ドする必要があります。

Linux ベースのリモートシステム
多くのLinuxおよびUNIXシステムには標準のSCPユーティリティが既にインストールされて

いて、デフォルトで有効になっています。これらのユーティリティの使用方法については、scp

(1)を参照してください。

次に示すのはOne View VMにログオンしてバックアップファイルをリモートのLinuxベースシ

ステムとの間で転送する方法です。ただし、SCP接続をリモートシステムから開始して異なるコ

マンドを使用することもできます。

バックアップファイルを Linux または UNIX ベースシステムに転送するには

この手順は、保管用として別のシステム(たとえば任意のeverRunシステムにある物理マシン)

にファイルをコピーする目的でバックアップファイルを作成した後で実行します。

1. One View VMのコンソールウィンドウを開くか、SSHユーティリティを使ってVMに接

続します。

2. adminユーザとしてログインします。デフォルトのパスワードをまだ変更していない場

合、パスワードは adminです。
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3. 転送するファイルを見つけます。たとえば、ファイルを adminユーザのホームディレク

トリに保存した場合、ファイル名は /home/admin/backup.tgzなどになります。

4. バックアップファイルには一意の名前を付けるか、タイムスタンプを使用することを検討

してください。

5. scpコマンドを次の形式で使用して、リモートシステムにファイルを転送します。

$ scp バックアップ_ファイル ユーザ@リモート_システム:/ターゲット_ディレクトリ

たとえば、ファイルをリモートシステム ocean.xyz.comの /home/adminディ

レクトリに転送する場合は次のようにします。

$ scp /home/admin/backup.tgz

admin@ocean.xyz.com:/home/admin/

backup.tgz 100% 4122    4.0KB/s 00:00

バックアップファイルを Linux または UNIX ベースシステムから One View VM に転送す

るには

この手順は、復元操作のためにリモートシステムからOne View VMに転送する際に実行しま

す。

1. One View VMのコンソールウィンドウを開くか、SSHユーティリティを使ってVMに接

続します。

2. adminユーザとしてログインします。デフォルトのパスワードをまだ変更していない場

合、パスワードは adminです。

3. scpコマンドを次の形式で使用して、One View VMにファイルを転送します。

$ scp ユーザ@リモート_システム:/ディレクトリ/バックアップ_ファイル /ターゲット_

ディレクトリ

たとえば、ファイルをリモートシステム ocean.xyz.comからOne View VMの

/home/adminディレクトリに転送する場合は次のようにします。

$ scp admin@ocean.xyz.com:/home/admin/backup.tgz

/home/admin

backup.tgz 100% 4122    4.0KB/s 00:00

Windows ベースのリモートシステム
Windows 管理PCからOne View VMに接続するには、オープンソースSSHクライアントのス
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診断ファイルを生成する

イートであるPuTTYを次からダウンロードして使用します。

http://www.chiark.greenend.org.uk/~sgtatham/putty/download.html

PuTTYに含まれている pscp.exeというコマンドラインユーティリティを使用して、One

View VMから管理PCにセキュアな方法でファイルを転送できます。

グラフィカルユーザインタフェースでセキュアコピー(SCP) クライアントを使用したい場合、

次のオープンソースWinSCPユーティリティを使用することもできます。

http://winscp.net/eng/index.php

ファイルの転送手順は使用するユーティリティによって異なります。詳細については、SCPユー

ティリティのマニュアルを参照してください。

診断ファイルを生成する

診断ファイルには、システムのアクティビティとイベントの記録が保存されます。

診断ファイルを作成するには

1. マストヘッドで [設定]をクリックします。

2. [診断]をクリックします。

3. [診断ファイルの生成]をクリックします。

ファイルが生成される間、日時とアクティビティインジケータを示すボックスが表示されます。

ファイルの生成が完了すると、ログファイルの作成日時を示すボックスがシステムに表示されま

す。

診断ファイルを表示するには

1. 診断ファイルをクリックしてダウンロードします。診断ファイルがブラウザのダウンロード領域

に保存されます。

2. ダウンロードされた.tar.xz 形式の診断ファイルを解凍し、表示します。

診断ファイルを削除するには

1. [診断]ページで、削除する診断ファイルにカーソルを合わせます。[診断ファイルを削除します

か?]と表示されたら、クリックします。

2. [削除の確認]ウィンドウで、[はい]をクリックします。

システムによってファイルが削除されます。

SMTP 設定を管理する
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SMTP設定を管理するには、マストヘッドの [設定]をクリックしてから [SMTP]をクリックします。

[SMTP 設定]の下で、次の値を設定します。

l [SMTP ホスト] - ネットワークの電子メールホストの名前(例:

host1.se.yourcompany.com)。

l [メール送信者] - メール送信者の電子メールアドレス。

l [TLS を使用しますか？] - トランスポート層セキュリティ(TLS) を使用する場合、この

チェックボックスをオンにします。

l [SMTP Auth を使用しますか？] - SMTP認証を使用する場合、このチェックボックスをオンに

します。

SMTP設定を指定したら、[保存]をクリックして値を保存するか、[リセット]をクリックして値を取

り消します。

[テスト電子メールの送信]をクリックして、SMTP設定が正しくセットアップされたことを確認しま

す。

ユーザを管理する

Stratus One Viewコンソールのユーザアカウントはパスワードで保護されています。次のユーザ管理

タスクを実行できます。

l 42ページの「ユーザを追加する」

l 41ページの「ユーザロール」

l 42ページの「ユーザロールを編集する」

l 43ページの「ユーザを削除する」

ユーザロール

システムにユーザを追加する際(42ページの「ユーザを追加する」を参照)、各ユーザに次のいずれか

のロールを割り当てます。

管理者ロールはユーザに付与される最高レベルのアクセス許可です。管理者は、プラットフォー

ム、VM、およびすべての設定を完全に管理できます。また、ユーザアカウントの作成、削除、および

変更も行えます。[ユーザ]ページでユーザボックスにレンチのアイコンがある場合、ユーザが管理者

であることを示します。
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ユーザを追加する

プラットフォームマネージャーは、プラットフォーム、VM、およびすべての設定を完全に管理できま

す。ユーザアカウントの作成、削除、および変更を行うことはできません。ユーザボックスに鉛筆のア

イコンがある場合、ユーザがプラットフォームマネージャーであることを示します。

読み取り専用ユーザは、プラットフォームとVMのステータスのモニタリング、すべての設定の表示、

および通知の購読を行えます。ユーザボックスに虫眼鏡のアイコンがある場合、ユーザが読み取り専用

ユーザであることを示します。

関連トピック

42ページの「ユーザを追加する」

42ページの「ユーザロールを編集する」

43ページの「ユーザを削除する」

ユーザを追加する

お使いのOne View環境に複数のユーザアカウントを追加できます。

ユーザを追加するには

1. マストヘッドで [設定]をクリックします。

2. [ユーザ]をクリックし、[ユーザの追加]をクリックします。

3. ユーザの電子メールアドレスを入力し、[ロール]ボックスで新しいユーザのロールを選択しま

す。(ユーザロールの説明については、41ページの「ユーザロール」を参照してください。)

4. [保存]をクリックします。

関連トピック

42ページの「ユーザロールを編集する」

43ページの「ユーザを削除する」

ユーザロールを編集する

ユーザロールを編集できます。

ユーザアカウントを変更するには

1. マストヘッドで [設定]をクリックします。

2. [ユーザ]をクリックし、変更するユーザのチェックボックスをオンにします。
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3. [ユーザロールの編集]ウィンドウで、ユーザの新しいロールを選択します。(ユーザロールの説

明については、41ページの「ユーザロール」を参照してください。)

4. [保存]をクリックします。

関連トピック

42ページの「ユーザを追加する」

43ページの「ユーザを削除する」

ユーザを削除する

ユーザを削除できます。

ユーザを削除するには

1. マストヘッドで [設定]をクリックします。

2. [ユーザ]をクリックし、削除するユーザにカーソルを合わせます。

3. [ユーザを削除しますか?]というリンクが表示されたら、リンクをクリックします。

4. [ユーザの削除]ボックスで、[はい]をクリックしてユーザを削除するか、[いいえ]をクリック

してユーザの削除を取り消します。

関連トピック

42ページの「ユーザを追加する」

42ページの「ユーザロールを編集する」
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第 7 章: 仮想マシンを管理する

仮想マシン(VM)を管理して、VMのステータスとリソースの表示、VMの操作の制御、およびVMの

ディザスタリカバリ(DR) 保護の管理を行います。

VMを管理するには、Stratus One Viewコンソールの [仮想マシン]ページでVMのボックスをク

リックします(29ページの「[仮想マシン]ページ」を参照)。VMの詳細ページで特定の管理タスクを

実行するには、次を参照してください。

l 44ページの「仮想マシンのリソースを管理する」

l 45ページの「仮想マシンコンソールのセッションを開く」

l 47ページの「仮想マシンを起動、シャットダウン、または電源オフにする」

l 34ページの「更新電子メールを管理する」

VMのDR保護機能を管理するには、次を参照してください。

l 65ページの「ディザスタリカバリの構成とメンテナンス」

l 73ページの「ディザスタリカバリの操作を管理する」

仮想マシンのリソースを管理する

特定の仮想マシン(VM)の詳細ページを開いて、そのVMのリソース、コントロール、およびディザス

タリカバリの設定を表示します。

VM の詳細ページを表示するには
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1. One Viewコンソールで、マストヘッドの [仮想マシン]をクリックします。

2. 管理するVMをクリックします。VMの詳細ページが表示されます。

n 左側のパネルにはVMのリソースが表示されます。また、次を行うコントロールも表示さ

れます。

o 45ページの「仮想マシンコンソールのセッションを開く」

o 47ページの「仮想マシンを起動、シャットダウン、または電源オフにする」

n [ディザスタリカバリ]パネルには、関連するDRRMがある場合はそのステータス

と、DR保護を管理するためのコントロールが表示されます。ディザスタリカバリソフト

ウェアの管理の詳細については、52ページの「Stratus everRun Disaster Recovery

ユーザガイド」を参照してください。

関連トピック

29ページの「[仮想マシン]ページ」

仮想マシンコンソールのセッションを開く

仮想マシン(VM)コンソールセッションを開いて、VMで実行中のゲストオペレーティングシステムの

コンソールを表示します。次に示すのはStratus One ViewコンソールでVMコンソールを開く手順で

すが、リモートデスクトップアプリケーションを使用することもできます。

VM コンソールを開くには

1. [仮想マシン]ページで、VMをクリックしてその詳細ページを開きます。

2. VMが稼動状態にあることを確認します。

3. [コンソール]をクリックします。

4. 必要なJava™プラグインをWebブラウザに読み込むプロンプトが表示された場合、読み込みを

許可します。

トラブルシューティング
VM コンソールウインドウが開かない場合に問題を解決するには

必要なJava™プラグインのWebブラウザへの読み込みを許可します。Java を有効にする手順

については、15ページの「Webブラウザの要件」を参照してください。

上記の操作を行ってもVMコンソールセッションを開くことができない場合、担当のネット

ワーク管理者にポート6900～6999 (両者を含む)を開くよう依頼しなければならない場合があ

ります。
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仮想マシンコンソールのセッションを開く

VM コンソールウインドウが空白の場合に問題を解決するには

VMに電源が入っていて、ブート中でないことを確認します。また、コンソールウィンドウをク

リックして任意のキーを押し、スクリーンセーバーを無効にします。

複数の VM コンソールウインドウが表示されていて、その動作が不安定な場合に問題を解決す

るには

すべてのコンソールウィンドウを閉じてから、コンソールウィンドウを1つだけ開きます。

VM コンソールウインドウが everRun システムでハングする場合に問題を解決するには

UbuntuベースのVMでは、gfxmodeパラメータが正しく設定されていないとVMコンソール

がハングします。ゲストオペレーティングシステムで、/boot/grub/grub.cfgファイル

を編集して gfxmodeパラメータを textに変更します(例: set gfxmode=text)。

コンソールがハングしてパラメータを設定できない場合、次を行います。

1. VMを再起動します。

2. GRUBメニューで eを押して、grubコマンドを編集します。

3. 次の画面の gfxmode行で、$linux_gfx_modeを textに変更して次のようにしま

す。

gfxmode text

4. Ctrl-xまたは F10を押してゲストオペレーティングシステムをブートします。

5. リブートした後も設定が維持されるよう、/boot/grub/grub.cfgファイルを編集

して gfxmodeパラメータを textに変更します。行が次のようになります。

set gfxmode=text

6. /boot/grub/grub.cfgファイルを保存します。

コンソール画面が判読不能な場合に Linux ベースの VM でターミナルタイプを変更するには

デフォルトでは、Linuxオペレーティングシステムは TERM変数を、vt100-navに設定しま

す。この設定は、VMコンソールの基盤である vnctermプログラムによって正しくサポートさ

れていません。コマンドライン以外の方法を利用すると、画面が判読不能になります。この問題

を解決するには、次の手順に従いLinuxゲストオペレーティングシステムのターミナルのタイ

プを変更します。
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1. ゲストオペレーティングシステムの inittabファイルを開きます。

2. 以下の行で、行の末尾にある -navを削除して、vt100-navを vt100に変更します。更

新後の行は次のようになります。
# Run gettys in standard runlevels co:2345:respawn:/sbin/agetty

xvc0 9600 vt100

3. inittabファイルを保存します。

仮想マシンを起動、シャットダウン、または電源オフにする

仮想マシン(VM)を開始、シャットダウン、または電源オフにして、仮想マシンで実行しているゲスト

オペレーティングシステムの状態を制御します。

VMの制御機能にアクセスするには、Stratus One Viewコンソールの [仮想マシン]ページでVMをク

リックします。

VMの詳細ページの左パネルで、次を実行できます。

l ゲストオペレーティングシステムをブートするには、[起動]をクリックします。

l ゲストオペレーティングシステムの正常なシャットダウンを開始するには、[シャットダウン]

をクリックします。

l ゲストオペレーティングシステムの正常なシャットダウンを行わずに仮想マシンを停止するに

は、[電源オフ]をクリックします。

注意事項: [電源オフ]コマンドは、[シャットダウン]コマンドやゲストオペレーティング

システムのコマンドが失敗した場合のみに使用してください。仮想マシンを電源オフにする

操作は、電源コードをコンセントから引き抜く場合と似ており、データ損失の原因となる可

能性があります。
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第 8 章: プラットフォームを管理する

プラットフォームを管理して、アラート、仮想マシン(VM)、物理マシン(PM)、およびリソース割り当

てに関する情報を表示したり、特定の管理タスクを実行します。

プラットフォームを管理するには、Stratus One Viewコンソールのマストヘッドにある [プラット

フォーム]をクリックします(29ページの「[プラットフォーム]ページ」を参照)。

特定のプラットフォームを管理するには、[プラットフォーム]ページでプラットフォームボックス

をクリックして、プラットフォームの詳細ページを開きます。

特定の管理タスクの実行手順については次のトピックを参照してください。

l 48ページの「One Viewコンソールにプラットフォームを追加する」

l 34ページの「更新電子メールを管理する」

l 50ページの「ターゲットプラットフォームにポータルを起動する」

l 50ページの「プラットフォームの管理を停止する」

l 49ページの「プラットフォームのリソースとアラートを表示する」

One View コンソールにプラットフォームを追加する

One Viewコンソールにプラットフォームを追加して、コンソールからプラットフォームの管理を開始

します。この手順は次のようにパート Aとパート Bに分かれています。

パート A: プラットフォームを登録する

1. everRun可用性コンソールで、One Viewコンソールに追加するシステムのアセット ID

を取得します。アセット IDは、マストヘッドのシステム名の下に表示されます。
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2. One Viewコンソールで、マストヘッドの [プラットフォーム]をクリックします。

3. アクションバーの [プラットフォームの登録]をクリックします。

4. [プラットフォームの登録]ダイアログボックスで、ステップ1で確認した [アセット

ID]を入力します。

5. [保存]をクリックします。

パート B: One View コンソールにプラットフォームを追加する

1. everRun可用性コンソールで、[基本設定]ページの [One View]に移動します。

a. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]を選択します。

b. [基本設定]ページで [リモートサポート]の下の [One View]をクリックしま

す。

2. [基本設定]ページで [One View]を選択した状態で、[One View の有効化]をク

リックします。

3. [サーバ]ボックスで、One ViewコンソールのIPアドレスまたはDNS名を入力します。

(IPアドレスを取得する必要がある場合、17ページの「Stratus One Viewコンソールの

初期IPアドレスを取得・設定する」を参照してください。)

4. [保存]をクリックします。

One Viewコンソールで、[プラットフォーム]ページに新しいシステムが表示されること

を確認します。

関連トピック

29ページの「[プラットフォーム]ページ」

14ページの「Stratus One Viewコンソールをインストールする」

プラットフォームのリソースとアラートを表示する

特定のプラットフォームのリソースとアラートに関する情報を表示できます。

プラットフォームのリソースとアラートを表示するには

1. One Viewコンソールで、マストヘッドの [プラットフォーム]をクリックします。

2. 目的のプラットフォームのチェックボックスをオンにします。

3. 次の各パネルで、アラート、物理マシン、仮想マシン、およびリソース割り当てを確認します。
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プラットフォームの管理を停止する

l [アラート]パネルには、プラットフォームのアラートが一覧表示されます。

n 無視したアラートを表示するには、[無視した項目の表示]をクリックします。

n アラートの履歴を表示するには、[履歴の表示]をクリックします。

l [仮想マシン]パネルには、VMボックスが表示されます。仮想マシンのボックスをクリックする

と、その詳細ウィンドウが表示されます。

l [物理マシン]パネルには、ノードボックスと、そのノードに関する情報が表示されます。

l [リソース割り当て]パネルには、CPU、メモリ、およびストレージリソースのバーグラフが表

示されます。

関連トピック

29ページの「[プラットフォーム]ページ」

プラットフォームの管理を停止する

One Viewコンソールからプラットフォームを削除するには、そのプラットフォームの管理を停止しま

す。ただし、プラットフォーム自体の登録は解除されません。

プラットフォームの管理を停止するには

1. One Viewコンソールで、マストヘッドの [プラットフォーム]をクリックします。

2. 目的のプラットフォームのチェックボックスをオンにします。

3. プラットフォームの詳細ページで、アクションバーの [管理の停止]をクリックします。

4. 確認のダイアログボックスで [はい]をクリックして、管理を停止します。

コンソールに [プラットフォーム]ページが再び表示されたら、削除したプラットフォームが表

示されていないことを確認します。

関連トピック

48ページの「One Viewコンソールにプラットフォームを追加する」

29ページの「[プラットフォーム]ページ」

ターゲットプラットフォームにポータルを起動する

Stratus One Viewコンソールから、ターゲットプラットフォームのeverRun可用性コンソールに

ポータルを開くことができます。

ターゲットプラットフォームにポータルを起動するには
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1. One Viewコンソールにログインします。

2. ホームページのマストヘッドで [プラットフォーム]をクリックします。

3. ターゲットプラットフォームをクリックします。

4. プラットフォームの詳細ページで、アクションバーの [ポータルの起動]をクリックします。

5. ポータルにログインします。

関連トピック

29ページの「[プラットフォーム]ページ」
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第 3 部: Stratus everRun Disaster Recovery ユー
ザガイド

「Stratus everRun Disaster Recovery ユーザガイド」では、everRunのディザスタリカバリ機能

とその構成および使用方法について説明します。

ディザスタリカバリ(DR) の概要、用語、およびDR操作のタイプについては、次を参照してくださ

い。

l 53ページの「ディザスタリカバリの概要」

セットアップと構成に関する情報は、次を参照してください。

l 65ページの「ディザスタリカバリの構成とメンテナンス」

ディザスタリカバリの操作を管理する方法については、次を参照してください。

l 73ページの「ディザスタリカバリの操作を管理する」



第 9 章: ディザスタ リカバリの概要

Stratus everRun Disaster Recovery (DR) の機能を使用して、everRunシステム上で稼働している

VMを保護することができます。

DRによる保護機能では、プライマリシステムで稼働しているVMのスナップショットを作成し、その

VMとスナップショットを別のDRサイトに置かれているDRシステムに複製します。ここで最初のシ

ステムで稼働しているVMのことを"プライマリVM"と呼び、DRサイトにあるシステム上のバック

アップVMのことは"DR VM"と呼びます。

スナップショットの作成頻度を指定したり、保持するスナップショットの数を制御して最大許可数を超

えないようにできます。障害が発生した場合には、DR保護によってデータの損失を最小限に抑えたVM

の復旧が可能になります。メンテナンスその他の計画的な停電の際は、データを失わずに稼働中のVM

を別のシステムに移動することができます。

DRの関連用語および操作のタイプの詳細については、次を参照してください。

l 54ページの「ディザスタリカバリ用語集」

l 55ページの「ディザスタリカバリの操作」

システムのライセンス要件の詳細については、次を参照してください。

l 56ページの「ディザスタリカバリのライセンス」

ネットワーク、ディスク容量の使用、データの圧縮、およびリカバリポイント間隔(PRO) の詳細につ

いては、次を参照してください。

l 62ページの「ネットワークの考慮事項」

l 61ページの「ディスク容量の使用と保持」
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l 62ページの「データの圧縮」

l 63ページの「リカバリポイント間隔(PRO) の値の選択」

DR保護のセットアップと構成の詳細については、次を参照してください。

l 65ページの「ディザスタリカバリの構成とメンテナンス」

ディザスタリカバリ用語集

ディザスタリカバリに関しては次の用語を理解しておく必要があります。

用語 説明

統合
一番古いスナップショットをその次に古いスナップショットにマージし

て、一番古いスナップショットを削除すること。

保存先VM
ソースVMを複製する宛先となるVM。保存先VMは、状況に応じてプラ

イマリVMとDR VMのどちらにも設定できます。

DRVM

元々はプライマリVMが複製される宛先のeverRun VMのことです。通常

の運用条件下では、DRVMは稼働しておらず、クライアントへのサービス

提供も行っていません。プライマリVMが置かれているeverRunシステ

ムの計画的なメンテナンス期間中や、計画外のフェールオーバーの際に

は、DRVMを手動で起動してクライアントにサービスを提供できます。

プライマリVM

元々はDRによって保護されているeverRun VMのことです。通常の運用

条件下では、プライマリVMが稼働してクライアントにサービスを提供し

ており、定期的にそのスナップショットが作成されて別のeverRunシス

テムに複製されます。

リカバリポイント間隔

(PRO)

RPOの値によって、スナップショットの頻度、つまりVMからデータが失

われる可能性のある許容最長期間を指定します。RPOの値は、プライマリ

VMとDR VMサイト間のネットワークの速度、および次回のスナップ

ショット作成までに変更されるデータの量によって異なります。許可され

るRPO値の詳細については、88ページの「One Viewとディザスタリカ

バリの考慮事項と要件」を参照してください。
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用語 説明

リカバリ時間間隔

(RTO)

被害の大きさが許容範囲を超えないようにするには、このターゲット期間

内にVMを復元する必要があります。RTOの値は、プライマリVMにアク

セスしていたクライアントに対してDRVMを提供するために、管理者が

外部ネットワークを再構成するためにかかる所要時間に依存します。

ソースVM

リモートサイトへの複製が可能な、現在稼働していてクライアントにサー

ビスを提供しているVM。ソースVMは、状況に応じてプライマリVMと

DR VMのどちらにも設定できます。

ディザスタリカバリの操作

このトピックでは、DRの操作の概要について説明します。

DR VM への計画的なマイグレーションを行う

プライマリVMが含まれるシステムのシャットダウンが必要な場合(たとえばメンテナンスを行う場合

など)、各VMを、2つ目のシステムで稼働しているDRVMに、データを失うことなくマイグレーショ

ンできます。DRVMが稼働状態になったら、1つ目のシステムをシャットダウンできます。詳細につい

ては、74ページの「DRVMへの計画的なマイグレーションを行う」を参照してください。

DR VM への計画外のフェールオーバーを行う

プライマリVMで障害が発生した場合、DRVMにフェールオーバーすることにより、データ損失を最小

限に抑えてシステムを復旧することができます。その場合、DRVMを起動には、選択したスナップ

ショットからのデータが使用されます。詳細については、76ページの「DRVMへの計画外のフェール

オーバーを行う」を参照してください。

プライマリ VM に現在のデータをマイグレーションして戻す

DR VMの稼働を開始してからある程度の時間が経過しており、保持したい新しいデータが蓄積されてい

る場合、このデータを失わずにプライマリVMにマイグレーションして戻すことができます。詳細につ

いては、77ページの「プライマリVMに現在のデータをマイグレーションして戻す」を参照してくださ

い。

プライマリ VM に元のデータを復元する
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DR VMが短期間しか稼働しておらず、保持したいデータの量が少ない場合には、元のデータが保存され

た状態のプライマリVMに戻すことができます。これは、たとえば計画外のフェールオーバーの後など

にプライマリVMが予期せず使用可能になった場合などに行います。詳細については、78ページの「プ

ライマリVMに元のデータを復元する」を参照してください。

スケジュール外のスナップショットを作成する

システム障害が間もなく発生すると思われる場合や、システム障害につながる可能性のあるアクティビ

ティを実行する前などに、スケジュール外のスナップショットを作成して最新のデータをキャプチャし

ておくことができます。詳細については、79ページの「スケジュール外のスナップショットを作成す

る」を参照してください。

ディザスタリカバリのライセンス

DRで保護された環境内の各everRunシステムに、ディザスタリカバリが有効にされたライセンスが

必要となります。これには、プライマリVMが置かれているシステム、およびDRVMが置かれている

システムも含みます。

ディザスタリカバリが有効にされたライセンスを登録すると、VMのDRによる保護を有効化できるよ

うになります。プライマリVMおよびDR VMのロールは、特定のVMのDR保護を最初に有効化する

ときに設定します。

注: ディザスタリカバリのライセンスパッケージにはDRシステム用にシンプレックス構成

のeverRunライセンスが含まれています。標準のデュプレックス構成のeverRunライセン

スを使用してシンプレックス構成のeverRunシステムを登録することはできません。

ディザスタリカバリの製品ライセンスを管理する

ディザスタリカバリの製品ライセンスを管理するには次の方法があります。

l コンピュータに保存されているライセンス.key ファイルをアップロードする。

l アクティベーション済みのライセンス.key ファイルをコンピュータにダウンロードし、これを

everRunシステムにアップロードする。

l 既存のライセンスのアクティベーション、更新、またはチェックを行う。

ディザスタリカバリを購入すると、Stratus から電子メールでライセンス.key ファイルが提供されま

す。ライセンス.key ファイルを、everRunシステムにライセンスをアップロードしてアクティベー

ションする際にアクセス可能な(everRunシステム以外の)コンピュータに保存します。
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ライセンスがない場合、またはライセンスやサポート契約をアップグレードしたり更新する必要がある

場合、everRunカスタマサポートまたはStratus 認定サービス業者に問い合わせる必要があります。

everRun ダウンロードとサポートページ(http://www.stratus.com/go/support/everrun)を参照

してください。

ライセンス.key ファイルをポート443 (https) 経由でStratus の alas.stratus.comサーバにイ

ンターネット接続しているeverRunシステムにアップロードするたびに、ライセンスは自動的にアク

ティベートされるか更新されます。また、everRunシステムは、24時間ごとにアクティベーション/更

新を試行します。お使いのeverRunシステムがインターネットに接続していない場合、アクティベー

トされたライセンス.key ファイルをコンピュータに手動でダウンロードして、これをeverRunシステ

ムにアップロードすることができます。

新しいライセンス .key ファイルをインターネットに接続している everRun システムにアップロード

するには

ライセンス.key ファイルをコンピュータに保存した後、この手順を使用してライセンス.key ファイル

をeverRunシステムにアップロードします。everRunシステムがインターネットに接続できる必要が

あります。

1. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [基本設定]をクリックします。

2. [基本設定]ページで [製品ライセンス]をクリックします。

3. [新しいライセンス]バーをクリックしてオプションを表示します。

4. [ライセンスキーのアップロード]の下で [参照]をクリックして、コンピュータのライセンス

.key ファイルが保存されている場所に移動します。ライセンス.key ファイルを選択し、[開く]

をクリックします。その後、[アップロード]をクリックしてeverRunシステムにファイルを

アップロードします。everRunシステムがStratus サーバにアクセスしてライセンスのアク

ティベーションを行います。

インターネットに接続できない (ただしインターネット接続のあるコンピュータに接続している)

everRun システムにライセンスを適用するには

お使いのeverRunシステムがインターネットに接続されていなくても、インターネットに接続してい

るコンピュータにプライベートイントラネット経由で接続できる場合には、以下の手順でアクティベー

ション済みのライセンスをダウンロードしてeverRunシステムにアップロードできます。

1. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [基本設定]をクリックします。

2. [基本設定]ページで [製品ライセンス]をクリックします。
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3. [ライセンスのチェックとアクティベーション]バーをクリックしてオプションを表示します。

4. ステップ1の [アクティベートされたライセンスキーのダウンロード]で [アクティベート済み

ライセンス]をクリックし、ライセンス.key ファイルをアクティベートして(everRunシステ

ム以外の)コンピュータにダウンロードします。

[av_number_A.key を開く]ダイアログボックスが表示されます。ダイアログボックスで

[ファイルの保存]を選択し、コンピュータにダウンロードした.key ファイルの保存場所を選択

します。(ブラウザによっては、ファイルを保存するデフォルトの場所が「ダウンロード」フォ

ルダに設定されています。)

5. ステップ2の [アクティベートされたライセンスキーのアップロード]で [参照]をクリック

し、この前の手順で保存した.key ファイルに移動します。その後、[アップロード]をクリック

してeverRunシステムにファイルをアップロードします。

インターネット接続のない everRun システムにライセンスを適用するには

お使いのeverRunシステムがインターネットに接続されていなくても、インターネットに接続してい

るコンピュータにプライベートイントラネット経由で接続できる場合には、以下の手順でアクティベー

ション済みのライセンスを取得して、everRunシステムに転送することができます。

この手順を行うには以下が必要です。

l everRunシステムに加え、USBフラッシュドライブと2台のコンピュータ(AおよびB)。

l コンピュータAはインターネットにアクセス可能であり、everRunシステムには接続していな

いこと。

l コンピュータBはeverRunシステム上のeverRun可用性コンソールにアクセス可能であり、

このどちらのコンピュータもインターネットには接続していないこと。

コンピュータBで次を行います。

1. USBポートにUSBフラッシュドライブを挿入します。

2. everRun可用性コンソールにログオンします。

3. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]を選択します。

4. [基本設定]ページで [製品ライセンス]をクリックします。

5. [ライセンスのチェックとアクティベーション]バーをクリックしてオプションを表示します。
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6. ステップ1で [ライセンスのアクティベーション]リンクを右クリックし、ブラウザで、リンク

をコピーするオプション([リンク先をコピー]や [リンクアドレスをコピー]など)を選択しま

す。

7. テキストエディタ(notepad.exe) を開いてコピーしたURLを貼り付け、USBフラッシュドラ

イブにテキストファイルとして保存します。

8. USBフラッシュドライブを抜き取ります。

コンピュータAで次を行います。

1. USBポートにUSBフラッシュドライブを挿入します。

2. テキストエディタでUSBフラッシュドライブに保存したテキストファイルを開きます。テキス

トエディタに表示されたURLをクリップボードにコピーします。

3. Webブラウザを開いてアドレスバーにURLを貼り付けます。Enterキーを押します。ライセン

ス.key ファイルがダウンロードされます。

4. ライセンス.key ファイルをUSBフラッシュドライブにコピーします。

5. USBフラッシュドライブを抜き取ります。

コンピュータBで次を行います。

1. USBポートにUSBフラッシュドライブを挿入します。

2. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]を選択します。

3. [基本設定]ページで [製品ライセンス]をクリックします。

4. [ライセンスのチェックとアクティベーション]バーをクリックしてオプションを表示します。

5. [参照]をクリックしてUSBフラッシュドライブ上のライセンス.key ファイルに移動し、選択

します。[開く]をクリックします。

6. [製品ライセンス]パネルで [アップロード]をクリックします。

ライセンスのステータスをチェックするには

この手順を使用して、Stratus の alas.stratus.comサーバにポート443 (https) 経由でインター

ネット接続しているコンピュータに既にアップロードされているライセンス.key ファイルのステータ

スをチェックします。

1. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [基本設定]をクリックします。

2. [基本設定]ページで [製品ライセンス]をクリックします。
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3. [ライセンスのチェックとアクティベーション] バーをクリックしてオプションを表示します。

4. [ライセンスを今すぐチェック]をクリックします。コンソールにライセンスのステータスが表示

されます。

ステータス:ライセンスはアクティベートされています。nn日 nn時間で有効期限

が切れます

ライセンスのタイプ: Enterprise エディション(ボリューム)

有効期限: 月dd、20yy、時刻

前回のチェック: 月dd、20yy、時刻

アセットID: asset_id

ライセンスアクティベーションのエラーコード

ライセンスのアクティベーションに失敗した場合、License Activation Server (ALAS) が以下のいずれ

かのエラーコード(数字)を返します。

2.1: ALAS_UNKNOWN_SITEID

指定されたアセットIDキーはStratus のカスタマデータベースAtlas に存在しません。(たとえばトラ

イアル版IDを使用して)ライセンスを作成した直後の場合、ライセンス情報がまだALASに送信されて

いない可能性があります。15分待ってからもう一度お試しください。アクティベーションが再度失敗し

た場合は、Stratus 認定サービス業者に連絡して、表示されたエラーコードを提供してください。

3.1: ALAS_INVALID_ARG

ALASのURLがアセットIDパラメータなしで呼び出されました。このエラーは、アセットIDを含まな

い、正しく作成されていないライセンスキーを用いた場合に発生することがあります。

3.2: ALAS_INVALID_SITEID

アセットIDパラメータが指定されましたが、パラメータに値が含まれていません。このエラーは、空

白のアセットIDを含む、正しく作成されていないライセンスキーを用いた場合に発生することがあり

ます。

3.3: ALAS_NO_SIGN

ALASがSSL証明書署名サーバとの通信を行えません。

3.4: ALAS_NO_ATLAS_UPDATE

ALASがAtlas 内のアクティベーション情報やOSリリース番号などの情報の更新に失敗しました。こ

のエラーは、ライセンスのアクティベーション処理中にALAS側で発生します。
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3.5: ALAS_NO_MORE_ACTIVATION

サイトが許可されるアクティベーション回数(通常は3回)を超えました。Stratus 認定サービス業者

では必要に応じてこの制限を変更できます。

9.0: ALAS_UNKNOWN

不明なエラーです。

関連トピック

65ページの「ディザスタリカバリの製品ライセンスを登録する」

66ページの「仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を有効化する」

ディスク容量の使用と保持

スナップショットを作成する、DRによる保護が有効になっているeverRunシステムは、大容量のコン

テナを必要とします。ボリュームコンテナのサイズは、主に、スナップショットの対象期間中にボ

リュームに書き込まれるデータの量によって決まります。この量はアプリケーションおよびRPOの値

によって異なります。

DRで保持されるスナップショットが10個以下で、ユーザが作成する追加のスナップショットが3個と

いう一般的なケースの場合:

l 個別のブートディスクを使って作成されたVMや、スナップショットの対象期間中に書き込まれ

るデータの量が比較的少ないアプリケーションの場合、ボリュームコンテナのサイズをボリュー

ムサイズの2.6倍に設定するのが適切です。

l スナップショットの対象期間中に書き込まれるデータの量が中程度のアプリケーションの場合、

ボリュームコンテナのサイズをボリュームサイズの約3.5倍に設定するのが適切です。

l スナップショットの対象期間中に書き込まれるデータの量が多いアプリケーションの場合、ボ

リュームコンテナのサイズをボリュームサイズの3.5倍より大きな値に設定することもできま

す。

ボリュームコンテナのおおよそのサイズを計算するには、次の式を使用します。

ボリュームコンテナのサイズ= 2 *ボリュームサイズ+ [(保持するスナップショット数+ 1) *

スナップショットのサイズ]

注: ここで保持するスナップショット数は、DR保護を有効化するときに [保持するスナップ

ショットの最大数]に指定する値です。詳細については、66ページの「仮想マシンのディザ

スタリカバリによる保護を有効化する」を参照してください。
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上記の式を使用する前に、スナップショットのサイズを計算する必要があります。

1. ピークの営業時間中は、(ターゲットRPO) / 2の間隔でプライマリVMのスナップショットを4

つ以上作成します。たとえば、RPOが2時間に設定されている場合、ソフトウェアは1時間ご

とにスナップショットを作成します。

2. 次に、VMの各ボリュームについてそのボリュームコンテナの内容を確認します。

a. 最初のボリュームスナップショットは無視します。

b. 残りのボリュームスナップショットのうち、サイズが最も大きい3つのボリュームス

ナップショットの平均を求めます。この平均値を"スナップショットのサイズ"にしま

す。

関連トピック

54ページの「ディザスタリカバリ用語集」

データの圧縮

VMのDRによる保護を有効にすると、プライマリVMとそれに関連付けられたDRVMの間でスナップ

ショットデータが転送されます。ディザスタリカバリでは、この転送処理中にデータを圧縮するオプ

ションを使用できます。転送時にデータを圧縮するかどうかは、転送するVMのサイズやネットワーク

リンクの帯域幅に応じて選択できます。

データ圧縮を使用するようDR保護を構成する方法については、66ページの「仮想マシンのディザスタ

リカバリによる保護を有効化する」を参照してください。

ネットワークの考慮事項

プライマリVMのDRによる保護を有効化する前に、次のことを考慮してください。

l リカバリ時間間隔(RTO) の値は、DR VMが稼働状態になるまでの所要時間に基づいて設定しま

す。プライマリVMとDR VMはそれぞれ別のIPサブネット内にあるため、フェールオーバーや

マイグレーションが発生した場合にDNSサーバが新しいIPアドレスを認識していなければなり

ません。RTOの値を決定する際は、ネットワークによってDNS名の変更がセカンダリDNS

サーバに転送される速度に注意する必要があります。

l リカバリポイント間隔(RPO) の適切な値は、プライマリVMとDR VMサイト間のネットワーク

接続、および次回のスナップショット作成までに変更されるデータの量によって異なります。し

たがって、保証されるRPOの最小値はありません。

関連トピック
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リカバリポイント間隔(PRO) の値の選択

66ページの「仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を有効化する」

54ページの「ディザスタリカバリ用語集」

リカバリポイント間隔 (PRO) の値の選択

RPOの最小値、推奨値、最大値、およびデフォルト値については88ページの「One Viewとディザス

タリカバリの考慮事項と要件」で説明しています。RPO値を設定する際は、この値が"リカバリ範囲"

に与える影響を考慮する必要があります。リカバリ範囲は、保持されている最も古いスナップショット

によって定義され、リカバリ基準に指定できる最古の時点を表します。この関係は次の式で表すことが

できます。

リカバリ範囲= (保持するスナップショット数 - 1) * (RPO/2)

たとえば、最小RPO値が15分で、20個のスプレッドシートを保持している場合、リカバリを行える

最古の時点は次に示すように現在から2.3時間前に制限されます。

142.5分= (20 -1) * (15分/2)

これに対してRPOを30分、保持するスナップショット数を20個にした場合、現在から4.75時間前

までの範囲でリカバリを実行できます。
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第 10 章: ディザスタ リカバリの構成とメンテナンス

ディザスタリカバリ(DR) 環境を構成して、Stratus One ViewコンソールのDR機能を有効化してお

使いの仮想マシンのDRによる保護を開始します。

DR環境の初期の構成とメンテナンスを行うには、次を参照してください。

l 65ページの「ディザスタリカバリの製品ライセンスを登録する」

l 66ページの「仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を有効化する」

l 69ページの「仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を変更する」

l 70ページの「仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を無効化する」

初期の構成を終えた後でDRのフェールオーバーおよびフェールバックの操作を管理するには、73ペー

ジの「ディザスタリカバリの操作を管理する」を参照してください。

ディザスタリカバリの製品ライセンスを登録する

ディザスタリカバリ(DR) の製品ライセンスを登録して、Stratus One ViewコンソールのDR機能の

アクティベーションを行います。

DRソフトウェアは、Stratus everRunおよびOne Viewソフトウェアのコンポーネントとして自動的

にインストールされます。DR機能をアクティベーションするには、DRで保護された環境に含める各

everRunシステム上で、DRが有効にされた製品ライセンスを登録します。

DRで保護された環境内の各everRunシステムに、ディザスタリカバリが有効にされたライセンスが

必要となります。これには、プライマリVMが置かれているシステム、およびDRVMが置かれている

システムも含みます。

everRun システム上で製品ライセンスを登録するには
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Stratus One ViewコンソールとeverRunディザスタリカバリユーザガイド

1. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [基本設定]をクリックします。

2. [基本設定]ページで [製品ライセンス]をクリックします。

3. ライセンスキーファイルをアップロードします。詳細については、everRunのオンラインヘル

プを参照してください。

製品ライセンスを登録したら、65ページの「ディザスタリカバリの構成とメンテナンス」の説明を参

照してDR環境の構成を行います。

仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を有効化する

仮想マシン(VM)のディザスタリカバリ(DR) による保護を有効にして、DRサイトにあるDRVMへの

プライマリVMのスナップショットの複製を開始します。

前提条件:

l 88ページの「One Viewとディザスタリカバリの考慮事項と要件」の情報を参照

し、計画しているDR構成がサポートされることを確認します。

l VMの作成とゲストオペレーティングシステムのインストールが完了していることを

確認します。必要に応じてVMコンソールを開き、ゲストが正常に稼働していて正し

く応答することを確認します。

l ゲストオペレーティングシステムで、電源ボタンのアクションによってゲストが

シャットダウンされるように構成します。(詳細については、everRunのヘルプおよ

びお使いのオペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。)DRマイグ

レーションの際にDRソフトウェアが電源ボタンアクションを使ってVMを自動的に

シャットダウンできないと、ユーザがVMコンソールに手動でログオンしてゲストオ

ペレーティングシステムをシャットダウンするまで操作が遅延される可能性がありま

す。

l everRunシステムのストレージに、DRの操作を実行するのに十分な空き容量がある

ことを確認します。たとえば、DRの保護を有効にすると、ボリュームコンテナのサ

イズがDRスナップショットを保管するのに十分でない場合、プライマリVMに関連

付けられている各ボリュームコンテナのサイズが自動的に拡張(ボリュームサイズの

約3.5倍に)されます。

VM の DR 保護を有効化するには

66/89ページ



仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を有効化する

1. お使いのeverRunシステムをOne Viewコンソールにまだ追加していない場合、48ページの

「One Viewコンソールにプラットフォームを追加する」の説明に従って追加します。プライマ

リVMを含むeverRunシステムと、DRサイトにあるVMスナップショットの複製およびDR

VMのメンテナンスを行うシステムも追加します。

2. [仮想マシン]ページで、保護の対象となるVM (プライマリVM)をクリックして、その詳細ペー

ジを開きます。

3. VMの詳細ページで、[DR で保護]をクリックしてDRウィザードを開きます。

4. [ディザスタリカバリプラットフォーム]ページで、DRによってプライマリVMを複製するシ

ステムを選択し、[次へ]をクリックします。

注: 有効なDRサイトシステムは、One Viewコンソールで管理されるシンプレック

ス構成のeverRunシステムでなければなりません。またDRサイトの各システム

に、アクティベーション済みのDRが有効な製品ライセンスが必要です。詳細につい

ては、65ページの「ディザスタリカバリの製品ライセンスを登録する」を参照して

ください。

5. [ディザスタリカバリオプション]ページで、次を行います。

a. [リカバリポイント間隔]を入力します。リカバリポイント間隔(RPO) は、VMからデー

タが失われる可能性のある、許容最長期間です。たとえば、変更データの損失を1時間の

範囲に収めるには、ここに1時間と指定します。

b. スナップショットの [保持]の設定を選択します。DRソフトウェアは、ここに指定された

数のスナップショットのみを保持します。スナップショットが最大数に達すると、DRソ

フトウェアは新しいスナップショットを作成してから、一番古いスナップショットを"統

合" (つまりその次に古いスナップショットとマージ)した後、一番古いスナップショット

を削除します。

c. スナップショットデータを圧縮してDRサイトに転送するには、[スナップショットデー

タのネットワーク転送の圧縮]の隣のチェックボックスをオンにします。

d. [次へ]をクリックします。

6. [ディザスタリカバリの VM 名、vCPU、メモリ]ページで、必要な場合はDRVMに使用する名

前とリソース設定を変更し、[次へ]をクリックします。
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注意事項: フェールオーバーの発生時にDRVMが正しく機能するよう、これらの設定

は、特に変更が必要な場合を除いて変更しないでください。

7. [ディザスタリカバリ VM ボリューム]ページで、複製されるボリュームの一覧を確認し、[次

へ]をクリックします。

8. [ディザスタリカバリ VM のネットワーク]ページで次を行います。

a. 左側のプルダウンメニューで、DRVMに含める仮想マシンを1つ、プライマリVMから

選択します。

b. 右側のプルダウンメニューで、選択した仮想マシンに接続するプラットフォームネット

ワークを1つ、DRプラットフォームから選択します。

c. [次へ]をクリックします。

注:

n DR保護を最初に構成する際はプライマリVMから1つの仮想マシンのみが

DRVMに複製されますが、その後でほかのネットワークを追加できます。

n DR VMへのマイグレーションまたはフェールオーバーを行う場合、DRVMは

ネットワークが無効にされた状態で起動します。したがって、DRVMがアク

ティブなVMになる前に、ゲストオペレーティングシステムで任意のネット

ワーク設定を変更することができます。

n 必要に応じてネットワークを追加したり有効化するには、DRプラットフォー

ム上のeverRun可用性コンソールで仮想マシンの再プロビジョニングウィ

ザードを使用します。

9. [ディザスタリカバリの構成サマリ]ページで、DRの設定のサマリを確認します。

10. [完了]をクリックし、DRによる保護を初期化してVMの詳細ページに戻ります。VMの詳細

ページに、ディザスタリカバリが初期化中であることが表示されます。

数分後にOne ViewコンソールのVM詳細ページに新しい [DR]パネルが開き、DRVMおよびDMの

初期化ステータスに関する情報が表示されます。

このプロセスの処理では、DRがプライマリVMをDRサイトに複製します。さらに、DRはプライマリ

VMのスナップショットを作成し、そのスナップショットをDRサイトに直ちに複製します。特に変更
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仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を変更する

しない限り、DRサイトにある各DRVMとDRスナップショットには、プライマリサイトからのア

セットIDに基づく一意の名前が割り当てられます。

One ViewコンソールのVM詳細ページ、および各プライマリおよびDRサイトのeverRun可用性コン

ソールの[仮想マシン]ページと [スナップショット]ページで、DRのアクティビティをモニタリング

できます。

初期化が完了すると、One ViewコンソールのVM詳細ページにディザスタリカバリがアクティブであ

ることが表示されます。初期化にかかる時間は、DRサイトで複製が必要なボリュームの数とサイズに

よって異なります。それ以降は、RPOとスナップショット保持の設定に応じてDRのスナップショット

が作成されます。これらの設定を変更する方法は、69ページの「仮想マシンのディザスタリカバリに

よる保護を変更する」を参照してください。DRソフトウェアは、DRスナップショットのインベントリ

を自動管理します。必要に応じて、スケジュールされている以外のDRスナップショットを作成できま

す。79ページの「スケジュール外のスナップショットを作成する」を参照してください。ただ

し、everRun可用性コンソールからDRスナップショットやDRVMを手動で削除するには、DRによ

る保護を無効にする必要があります。

DRがアクティブな間、One Viewコンソールの [仮想マシン]ページにあるVMのリストにDRVMが

表示されます。ここではプライマリVMとDR VMの両方が重なったボックスとして表示され、これら

のVMがDRで保護されていることがわかります。

DRによる保護はeverRunシステムのバックグラウンドで実行されます。したがって、両方のシステム

がオンラインになっていれば、One View VMがオフラインになってもスナップショットの複製処理は

続行します。ただし、DRのステータスのモニタリング、DR構成のメンテナンス、およびフェールオー

バー操作の管理を必要に応じて行うには、One Viewコンソールへのアクセスが必要です。

関連トピック

69ページの「仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を変更する」

70ページの「仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を無効化する」

74ページの「仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を一時停止する」

仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を変更する

仮想マシン(VM)のリカバリポイント間隔(RPO) またはスナップショット保持の設定を変更する必要

がある場合、そのVMのディザスタリカバリ(DR) による保護の設定を変更します。

VM の DR 保護の設定を変更するには
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1. [仮想マシン]ページで、保護されたVMをクリックしてその詳細ページを開きます。

2. [DR]パネルで、RPOおよび保持サマリーの隣にある編集ボタンをクリックします。

3. [リカバリの変更]ダイアログボックスで次を行います。

a. [リカバリポイント間隔]を入力します。リカバリポイント間隔(RPO) は、VMからデー

タが失われる可能性のある、許容最長期間です。たとえば、変更データの損失を1時間の

範囲に収めるには、ここに1時間と指定します。

b. スナップショットの [保持]の設定を選択します。DRソフトウェアは、ここに指定された

数のスナップショットのみを保持します。スナップショットが最大数に達すると、DRソ

フトウェアは新しいスナップショットを作成してから、一番古いスナップショットを"統

合" (つまりその次に古いスナップショットとマージ)した後、一番古いスナップショット

を削除します。

c. スナップショットデータを圧縮してDRサイトに転送するには、[スナップショットデー

タのネットワーク転送の圧縮]の隣のチェックボックスをオンにします。

4. [保存]をクリックします。

新しい設定がVM詳細ページの [DR]パネルに表示されます。DRは、更新された設定に従い、必要に

応じて新しいスナップショットの作成や古いスナップショットの統合を行います。

仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を無効化する

仮想マシン(VM)のディザスタリカバリ(DR) による保護を無効にして、そのVMのDRサイトへのス

ナップショットの複製を停止します。

注: DRシステムへのスナップショットの転送中にDR保護を無効にすると、そのスナップ

ショットが中断されます。

VM の DR による保護を無効化するには

1. [仮想マシン]ページで、VMをクリックしてその詳細ページを開きます。

2. VMの詳細ページで、[DR 保護の解除]をクリックします。

3. DR VMとそのスナップショットを削除することを確認します。(または、フェールオーバーが発

生した場合には、プライマリVMを削除することを確認します。)
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仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を無効化する

数秒後にDRによる保護が停止され、VMの詳細ページの右側に[ディザスタリカバリ]パネルが表示さ

れなくなります。DRスナップショットがまだ残っている場合、これらはDRによる保護が無効になっ

た後でeverRun可用性コンソールを使用して削除できます。
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第 11 章: ディザスタ リカバリの操作を管理する

次のトピックでは、DRの操作を管理する方法について説明します。

l 73ページの「DRによる保護の継続」

l 74ページの「仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を一時停止する」

l 74ページの「DR VMへの計画的なマイグレーションを行う」

l 77ページの「プライマリVMに現在のデータをマイグレーションして戻す」

l 76ページの「DR VMへの計画外のフェールオーバーを行う」

l 78ページの「プライマリVMに元のデータを復元する」

l 78ページの「VMをテストする」

l 79ページの「スケジュール外のスナップショットを作成する」

l 80ページの「プライマリサイトのディザスタから復旧する」

注: DRの操作を実行するユーザは、管理者またはプラットフォームマネージャーとして登

録されている必要があります。

DR による保護の継続

"DRによる保護の継続"はバックグラウンドで行われます。プライマリVMからDR VMへのスナップ

ショットの更新をスケジュールすることによって、プライマリVMを保護します。

スナップショットの作成スケジュールを設定する際は、スナップショットがその期間の始めと中間に1

度ずつ、合計2つ作成される点に注意してください。たとえば、スナップショットの作成頻度を60分
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に設定すると、システムは1分目と30分が経過した時点でそれぞれスナップショットを作成します。

次のスケジュールされた更新までに更新サイクルが完了しない場合には、システムは次の更新を遅延し

ます。

また、システムで保持されるスナップショットの数(最大12個)も設定する必要があります。ボリュー

ムコンテナにはこれらすべてのスナップショットを保存できるだけの十分な容量が必要です。

関連トピック
61ページの「ディスク容量の使用と保持」

仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を一時停止する

仮想マシン(VM)のディザスタリカバリ(DR) による保護を一時停止して、そのVMのDRサイトへの

スナップショットの複製を一時的に停止します。

たとえば、環境内で計画的な停電が行われる場合などにスナップショットの複製を一時停止して、ネッ

トワーク接続が再確立された時点でDRによる保護を再開することができます。

注意事項: DRサイトの既存のスナップショットがリカバリポイント間隔(RPO) 内にあ

り、RPOを超過する前に保護機能を再開していれば、DRによる保護は継続されます。RPO

が経過する前にDRによる保護を再開しない場合は、最後のスナップショットが作成された

時点までの復旧のみが可能となります。

注: DRシステムへのスナップショットの転送中にDR保護を一時停止すると、そのスナップ

ショットは中断されます。

VM の DR 保護を一時停止するには

1. [仮想マシン]ページで、VMをクリックしてその詳細ページを開きます。

2. VMの詳細ページで、[DR の一時停止]をクリックします。

VM の DR 保護を再開するには

1. [仮想マシン]ページで、VMをクリックしてその詳細ページを開きます。

2. VMの詳細ページで、[DR の再開]をクリックします。

DR VM への計画的なマイグレーションを行う

システムやサイトのメンテナンス期間などの計画的な停電の際に、DRVMへマイグレーションすること

ができます。DRVMにマイグレーションする際は次の処理が行われます。
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DR VMへの計画的なマイグレーションを行う

l DRによる保護を一時停止します。

l プライマリVMを正常にシャットダウンします。

l プライマリVMの最後の状態のスナップショットを作成します。

l 最後のスナップショットをDRVMに複製します。

l DR VMが、最後のスナップショットからブートします。

注:

1. 計画的なマイグレーションの最中にデータが失われることはありません。ただし、DR

VMとプライマリVMの両方が一時的に停止されます。

2. フェールオーバーの最中にプライマリVMをモニタリングし、正しくシャットダウン

されることを確認します。シャットダウンされない場合、ゲストオペレーティングシ

ステムから手動でシャットダウンを実行する必要があります。詳細については、66

ページの「仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を有効化する」を参照してく

ださい。

3. 計画的なマイグレーションの後、DRVMはDRにより保護されていません(したがっ

てスナップショットは作成されません)。[マイグレーションの開始]をクリックする

と、スナップショットと更新が開始します。最大限の保護を確保できるよう、この操

作はもう片方のシステムが再稼働して接続した後で行ってください。

4. DR VMがブートする際、すべてのネットワークインタフェースが無効にされた状態

で起動します。ネットワークを有効化するには、DRシステム上のeverRun可用性コ

ンソールで仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを使用します。

5. DRシステムへのスナップショットの転送中にDRVMへの計画的なマイグレーション

を開始すると、そのスナップショットは中断されます。

DR VM への計画的なマイグレーションを行うには

1. Stratus One Viewコンソールのマストヘッドで、[仮想マシン]をクリックします。

2. [仮想マシン]ページで、マイグレーションするプライマリVMをクリックします。

3. アクションバーで、[マイグレーションの開始]をクリックします。

4. マイグレーションが完了すると、"ディザスタリカバリが DR VM にマイグレーションしまし

た" というメッセージが表示されます。
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DR VM への計画外のフェールオーバーを行う

DR VMを起動して最近のスナップショットを使用する方法で、プライマリVMの障害から復旧すること

ができます。VMの障害から復旧する際は次の処理が行われます。

l DRによる保護を一時停止します。

l 可能であれば、障害の起きたプライマリVMをシャットダウンします。

l DR VMが、選択したスナップショットからブートします。

注意事項: プライマリVMの前回のスナップショットが完了してから障害発生時までの間に

蓄積されたデータは失われます。

失われるデータの量を最小限にするには、DRによるVMの保護を有効にするときに、リカバリポイン

ト間隔(RPO) を適切な値に設定します(66ページの「仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を

有効化する」を参照してください)。ただし、RPOの値が低くなるにつれ帯域幅が増加するので、この

値はあまり低く設定しないように注意してください。

注:

1. フェールオーバーの最中にプライマリVMをモニタリングし、正しくシャットダウン

されることを確認します。シャットダウンされない場合、ゲストオペレーティングシ

ステムから手動でシャットダウンを実行する必要があります。詳細については、66

ページの「仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を有効化する」を参照してく

ださい。

2. 計画外のフェールオーバーの後、DRVMはDRによって保護されません(したがって

スナップショットは作成されません)。[マイグレーションの開始]をクリックする

と、スナップショットと更新が開始します。最大限の保護を確保できるよう、この操

作はもう片方のシステムが再稼働して接続した後で行ってください。

3. DR VMがブートする際、すべてのネットワークインタフェースが無効にされた状態

で起動します。ネットワークを有効化するには、DRシステム上のeverRun可用性コ

ンソールで仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを使用します。

DR VM への計画外のフェールオーバーを行うには

1. Stratus One Viewコンソールのマストヘッドで、[仮想マシン]をクリックします。

2. [仮想マシン]ページで、障害の起きたプライマリVMに対応するDRVMをクリックします。
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プライマリVMに現在のデータをマイグレーションして戻す

3. DR VMの [VM]パネルで、目的のスナップショット(ここでは"リカバリポイント"と呼びます)

をクリックします。

4. [リカバリ]をクリックします。

プライマリ VM に現在のデータをマイグレーションして戻す

DR VMの稼働を開始してからある程度の時間が経過しており、保持したい新しいデータが蓄積されてい

る場合、このデータを失わずにプライマリVMにマイグレーションして戻すことができます。

注: DRシステムへのスナップショットの転送中にプライマリVMへのマイグレーション操作

を開始すると、そのスナップショットは中断されます。

データをプライマリVMにマイグレーションして戻す際は次の処理が行われます。

l DR保護の方向が反転します(スナップショットがDRVMからプライマリVMに送信されま

す)。

l DRによる逆方向の保護を開始します。

l DR VMをシャットダウンし、その最後のスナップショットを作成します。ユーザが [マイグレー

ションの完了]をクリックし、最終手順を開始します。

l 最後のスナップショットを、プライマリVMが置かれているサイトに複製します。

l プライマリVMを起動します。

l DR保護の方向が元に戻ります(スナップショットがプライマリVMからDR VMに送信されま

す)。

プライマリVMへのマイグレーションによってデータが失われることはありません。ただ

し、DRVMとプライマリVMの両方が一時的に停止されます。

プライマリ VM に現在のデータをマイグレーションするには

1. Stratus One Viewコンソールのマストヘッドで、[仮想マシン]をクリックします。

2. [仮想マシン]ページで、プライマリVMに対応するDRVMをクリックします。

3. アクションバーで、[マイグレーションの開始]をクリックします。

4. システムがDRVMのスナップショットを作成し、作成したスナップショットをプライマリVM

にコピーします。システムがデータのマイグレーションを完了すると、アクションバーに [マイ

グレーションの完了]ボタンが表示されます。[マイグレーションの完了]をクリックしてこの操
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作を完了させます。

DRVMがシャットダウンされます。スナップショットがもう1つ作成され、プライマリVMに

コピーされます。プライマリVMを起動します。

注: この操作によってプライマリVMのDR保護が自動的に有効になります。手動で

保護を有効にする必要はありません。

プライマリ VM に元のデータを復元する

DR VMが短期間しか稼働しておらず、保持したいデータの量が少ない場合には、元のデータが保存され

た状態のプライマリVMに戻すことができます。プライマリVMに戻す際は次の処理が行われます。

l 最近作成されたDRVMをシャットダウンした後、削除します。

l 元のプライマリVMをブートします。

l DRによる保護を再開します。

注意事項: DR VMの稼働中に蓄積されたデータは失われます。

プライマリ VM に元のデータを戻すには

1. Stratus One Viewコンソールのマストヘッドで、[仮想マシン]をクリックします。

2. [仮想マシン]ページで、元のプライマリVMか、それに対応するDRVMをクリックします。

3. アクションバーで、[マイグレーションの中止]をクリックします。(このオプションは、プライ

マリVMがDR VMへのマイグレーションを完了した後にのみ表示されます。)

注: この操作によってプライマリVMのDRによる保護が自動的に有効になります。

手動で保護を有効にする必要はありません。

VM をテストする

One ViewにはDR VMの整合性を検証する機能が用意されています。この機能ではDRVMスナップ

ショットを選択し、テスト用のVMを個別に作成できます。テストVMが起動した後、その動作を確認

できます。テストが完了したら、テストを終了します。テストを終了すると、テストVMはシャットダ

ウンされ、削除されます。
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VMをテストするには

注: DR VMをテストできるのは、そのVMがDRの保存先VMとして機能している場合だけ

です。プライマリVMがDR VMにフェールオーバーした場合、そのDRVMがプライマリと

なり、テストを行うことはできません。

テスト VM を作成するには

1. One Viewコンソールのマストヘッドで、[仮想マシン]をクリックします。

2. [仮想マシン]ページで、テストするVMをクリックします。

3. テストするVMの[DR] パネルで、リカバリポイントをクリックします。

注: 選択したリカバリポイントがDRサイトに転送中の場合、[テスト]ボタンは表示

されません。転送が完了すると[テスト]ボタンが表示されます。

4. [テスト]をクリックします。新しいテストVMのパネルが一時的に表示されます。

VMをテストするには

テストVMが起動した後、everRun可用性コンソールでそのコンソールにアクセスして操作を実行

し、VMが期待どおりに動作することを確認できます。ログオン、ネットワークの有効化、スクリプト

のアップロードと実行などの動作をテストできます。テストの実際の内容は、目的の用途や実行するテ

ストの量およびタイプによって異なります。

VM のテストを終了するには

1. One Viewコンソールのマストヘッドで、[仮想マシン]をクリックします。

2. [仮想マシン]ページで、テストしているVMをクリックします。

3. テストVMパネルかアクションバーで [完了]をクリックして、テストVMをシャットダウンし

て削除します。

注: 関連するアクティブなVM上でDR操作(マイグレーション、フェールオーバー、復元)

を実行する前に、テストVMのテストを完了する必要があります。

スケジュール外のスナップショットを作成する

システム障害が間もなく発生すると思われる場合や、システム障害につながる可能性のあるアクティビ

ティを実行する前などに、スケジュール外のスナップショットを作成して最新のデータをキャプチャし

ておくことができます。
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スケジュール外のスナップショットを作成するには

1. Stratus One Viewコンソールのマストヘッドで、[仮想マシン]をクリックします。

2. [仮想マシン]ページで、スナップショット作成の対象となるプライマリVMをクリックしま

す。

3. VMパネルで、[DR スナップショット]をクリックします。

4. プロンプトで [はい]をクリックして、スケジュール外のスナップショットを作成します。

プライマリサイトのディザスタから復旧する

プライマリサイトのディザスタから復旧するには、DRで保護されている各VMについて次の手順を実

行します。

1. One Viewコンソールで、DRシステムへのフェールオーバーを行います。詳しい手順は、76

ページの「DRVMへの計画外のフェールオーバーを行う」を参照してください。新しいVMが

DRスナップショットからブートされます。VMのブートが完了するのを待ちます。

2. One ViewからVMのプライマリサイトインスタンスを削除します。One Viewコンソール

で、VMのDRによる保護を無効化します。詳細は、70ページの「仮想マシンのディザスタリカ

バリによる保護を無効化する」、および以下の手順を参照してください。

n "VM のうち 1 台との接続が失われました。保護を解除してもよろしいですか？この操作

を行うと、予期せぬ結果となる可能性があります。"というプロンプトで、[はい] をク

リックします。

n "プライマリ VM <名前> の保護を解除して削除しますか？"というプロンプトで、[は

い]をクリックします。

3. One Viewからプライマリサイトプラットフォームを削除します。One Viewコンソールで、失

われたプライマリシステムの管理を停止します。手順については、50ページの「プラット

フォームの管理を停止する」を参照してください。

4. VMのDRインスタンスをシャットダウンします。DRシステムのeverRun可用性コンソールの

[仮想マシン]ページで、VMのDRインスタンスを選択して [シャットダウン]を選択します。

5. VMのDRインスタンスのスナップショットを作成します。DRシステムのeverRun可用性コン

ソールの [仮想マシン]ページで、VMのDRインスタンスを選択して [スナップショット]を選

択します。[スナップショットを作成]をクリックします。「スナップショットを作成する」( 

everRunユーザガイド ) を参照してください。

80/89ページ

http://everrundoc.stratus.com/7.3.1.0/en-us/Default.htm#Help/P01_Users/C08_MngVMs/S08_MngSnapshot/T_CreateSnapshot.htm


プライマリサイトのディザスタから復旧する

6. VMのDRインスタンスをエクスポートします。DRシステムのeverRun可用性コンソールの

[スナップショット]ページで、DRVMのスナップショットを選択して [エクスポート]を選択し

ます。表示されるプロンプトに従います。詳細については、「スナップショットをエクスポート

する」( everRunユーザガイド ) を参照してください。

7. 新しいeverRunシステムをプライマリサイトにインストールします。詳細については、

「everRunクイックスタートガイド」を参照してください。

8. 新しいプライマリシステムのeverRun可用性コンソールで、VMのDRインスタンスをイン

ポートします。手順については、「everRun 7.xシステムからOVF ファイルをインポートす

る」( everRunユーザガイド) を参照してください。インポートウィザードを使用する場合、ソ

フトウェアライセンスに必要となる元のハードウェア情報(MACアドレス、ハードウェアIDな

ど)を復元するには、[リストア]を選択します。

9. 復元したVMを起動します。新しいプライマリシステムのeverRun可用性コンソールの [仮想

マシン]ページで、復元したVMを選択して [起動]を選択します。

10. DRシステムのeverRun可用性コンソールで、ステップ6でエクスポートしたVMのインスタ

ンスを削除します。

11. One Viewコンソールで、新しいプライマリサイトプラットフォームをOne Viewに追加しま

す。手順については、48ページの「One Viewコンソールにプラットフォームを追加する」を参

照してください。

12. One Viewコンソールで、新しいプライマリシステム上の復元されたVMのDRによる保護を有

効化します。手順については、66ページの「仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を有

効化する」を参照してください。DRのインストールが完了するのを待機します。完了する

と、One Viewコンソールにディザスタリカバリがアクティブだというメッセージが表示されま

す。
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第 4 部: 関連ドキュメント

最新のリリース情報、リファレンス情報、および製品の必要条件については、次の関連ドキュメントを

参照してください。

l 84ページの「Stratus One Viewコンソールリリース2.0.1.0リリースノート」

l 88ページの「One Viewとディザスタリカバリの考慮事項と要件」



第 12 章: Stratus One View コンソール リリース 2.0.1.0 リリース ノート

これらのリリースノートはStratus One Viewコンソールリリース2.0.1.0 (更新日時

22/07/2015、10:39) に適用されます。次のセクションを参照してください。

l 重要な考慮事項

l 既知の問題

l 新機能、機能強化、バグ修正

l ヘルプ情報

注: 最新の技術情報およびアップデートは、Stratus One Viewコンソールユーザガイドの

英語版( everRun ダウンロードとサポートページ

(http://www.stratus.com/go/support/everrun)) を参照してください。

重要な考慮事項

Stratus One ViewコンソールおよびeverRunディザスタリカバリ(DR) 環境を手早くセットアップ

して操作を開始する方法については、を参照してください。

システム構成の要件およびソフトウェア構成の制限についての重要な情報は、88ページの「One View

とディザスタリカバリの考慮事項と要件」を参照してください。

everRun と One View のリリース互換性

everRun 7.2.xとOne View1.0.xは相互に必須です。

everRun 7.3.0.0とOne View 2.0.0.0は相互に必須です。
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DR 構成を everRun 7.3.0.0 および One View 2.0.0.0 にアップグレードする

DR構成には、プライマリおよびDR everRunシステムとOne View管理システム(everRun DRシス

テム上にインストールできます)が含まれています。これらのシステムをeverRun 7.2.xから7.3.0.0

に、またOne View 1.0.xから2.0.0.0にアップグレードするには、次の手順を実行します。

1. DRで保護されたVM (プライマリおよびDRシステム)のあるすべてのeverRunシステム

が、One Viewコンソールからアクセス可能であることを確認します。

2. 保護されたVMがすべてプライマリシステムで実行されていることを確認します。DRシステム

にフェールオーバーしDRシステム上で実行されているVMがある場合、これらのVMは復元す

るか、プライマリシステムにマイグレーションして戻す必要があります。

3. One Viewコンソールで、DRで保護されたすべてのVMの保護を解除します。詳細について

は、70ページの「仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を無効化する」を参照してくだ

さい。

4. 各everRunシステム(プライマリおよびDR)上でOne Viewを無効にします。

A. everRun可用性コンソールで、[基本設定]ページの[One View]に移動します。

i. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]を選択します。

ii. [基本設定]ページで [リモートサポート]の下の[One View] をクリックします。

B. [基本設定]ページで[One View] を選択した状態で、[One View の有効化]チェック

ボックスをオフにします。

C. [保存]をクリックします。

5. 各everRunシステム(プライマリおよびDR)をアップグレードします。詳しい手順について

は、everRunユーザガイドの「everRunソフトウェアをアップグレードする」を参照してくだ

さい。

注: シンプレックス構成のeverRun DRシステムを7.2.0からアップグレードする場

合、アップグレード処理の完了後にシステムを手動でリブートする必要があります。

6. Stratus One Viewコンソールをアップグレードします。詳しい手順については、24ページの

「Stratus One Viewコンソールをアップグレードする」を参照してください。
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既知の問題

7. everRunプライマリおよびDRシステム上でOne Viewを有効にします。詳細については、48

ページの「One Viewコンソールにプラットフォームを追加する」のパートBを参照してくださ

い。

8. 上記のステップ3で保護を解除したすべてのVMについて、DRによる保護を再び有効にしま

す。手順については、66ページの「仮想マシンのディザスタリカバリによる保護を有効化す

る」を参照してください(ステップ1を実行する必要はありません)。

注: オリジナルのOne Viewコンソールを保持していた場合、この時点で削除しても安全で

す。コンソールの維持の詳細については、24ページの「Stratus One Viewコンソールを

アップグレードする」を参照してください。

既知の問題

DR の操作を実行する前にテスト VM をシャットダウンする必要がある

VMのDRインスタンスをテストする間、そのVMの[マイグレーションの開始]、[リカバリ]、[マイグ

レーションの開始]、[マイグレーションの中止] の各ボタンが使用不可になり、これらのDR操作を実

行できなくなります。これらのDR操作を実行する前に、テストVMをシャットダウンしてください。

詳細については、78ページの「VMをテストする」を参照してください。

システムの負荷が大きくなると一部の操作がタイムアウトする

システムがリソースを大量に使用している場合、一部の操作がタイムアウトすることがあります。タイ

ムアウトが発生すると、システムはその操作を正常に終了しようと試みます。これはDRによる保護、

テストVM、DRのマイグレーション、DRのフェールオーバー、DRの復元の有効化と無効化などの操

作で発生します。操作がタイムアウトした場合はもう一度試行してください。

新機能、機能強化、バグ修正

以下は主な新機能、機能強化、およびバグ修正をリリースごとにまとめたものです。

One View リリース 2.0.1.0 で修正されたバグ

リリースノートの翻訳時にはこのリリースで修正されたバグの一覧がまだ作成されていませんでした。

最新の技術情報およびアップデートについては、Stratus One Viewコンソールユーザガイドの英語版

( everRun ダウンロードとサポートページ(http://www.stratus.com/go/support/everrun) ) を

参照してください。

One View リリース 2.0.0.0 の新機能
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Stratus One ViewコンソールとeverRunディザスタリカバリユーザガイド

l VM機能のテスト

l 複数ストレージグループのサポート

l 複数ネットワークのサポート

l 15分の最小PRO

ヘルプ情報

Stratus One Viewコンソールソフトウェアに関する技術的な質問については、最新のマニュアル( 

everRun ダウンロードとサポートページ(http://www.stratus.com/go/support/everrun)) を参

照してください。

オンラインマニュアルを参照しても疑問点が解決されず、システムにサービス契約が適用される場合に

は、everRunカスタマサポートか、Stratus 認定サービス業者まで連絡してください。詳細について

は、One Viewサポートページ( http://www.stratus.com/go/support/everrun) を参照してくだ

さい。
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第 13 章: One View とディザスタ リカバリの考慮事項と要件

One Viewとディザスタリカバリに関しては以下の考慮事項と要件に注意する必要があります。

システムおよび構成の必要条件

l ディザスタリカバリを有効にする予定がある場合、プライマリVMが稼働しているeverRunシ

ステム上にはOne Viewアプライアンスまたは仮想マシン(VM)をインストールしないでくださ

い。プライマリサイトで障害が発生した場合、One ViewコンソールでDRのフェールオーバー

操作を実行できなくなります。代わりに、DRサイトにあるeverRunシステム(またはAvance

かVirtualBoxシステム)にOne Viewアプライアンスをインストールします。

l One ViewアプライアンスのDRによる保護は有効化しないでください。

l 1対1のディザスタリカバリ構成のみがサポートされています。everRunシステムのDRで保

護されたすべてのVMは、DRサイトにある同じeverRunシステム上で保護されていなければな

りません。DRサイトシステムは、それとは別の1つのeverRunシステムからのVMのみを保

護できます。

l DR VMが稼働している物理マシン(PM)には、2台のソースPMのうちの1台と同じ容量のリ

ソースが必要です。

l DRサイトにあるeverRunシステムは、1台のPMのみで構成されるシンプレックスシステムで

なければなりません。

ソフトウェアの構成の制限と考慮事項

l One ViewではeverRun 7.2システムのみのモニタリングがサポートされています。

l Stratus One Viewコンソールでは、最大64個のシステムをモニタリングできます。
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Stratus One ViewコンソールとeverRunディザスタリカバリユーザガイド

l 1つのeverRunシステムに、DRで保護されたVMを最大6つ構成できます。

注: システムではこれより多くのDRで保護されたVMの構成が許可されますが、7つ

以上を構成することは避けてください。

l DRで保護された各VMに最大6つのボリュームを構成できます。

注: システムではこれより多くのボリュームの構成が許可されますが、7つ以上を構

成することは避けてください。

l デフォルトのPROは1時間です。最小のPRO値は、15分です。推奨される最大PRO値は24

時間です。

l DR VMは最大12個のスナップショットを保持することができます。

l DRで保護されたVMを再プロビジョニングすることはできません。

関連トピック

54ページの「ディザスタリカバリ用語集」

65ページの「ディザスタリカバリの構成とメンテナンス」

14ページの「Stratus One Viewコンソールをインストールする」
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